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新潟県教育委員会は昭和47年8月以来北陸自動車道の建設に伴い、埋蔵文化財

の発掘調査を事業主体者である日本道路公団と協議を進めなか'ら実施してきた。

北陸自動車道は上越市から富山県朝日町までの未開通区間を残すのみで、現在、

着々と工事が進められている。昭和63年に予定されている全線開通により、新潟県

と富山県以西は高速交通体系で結ぱれることになる。

本書は北陸自動車道の建設に伴い、新潟県教育委員会か旧本道路公団の委託を

受けて実施した、糸魚、川市大字大和川字岩野地区に所在する、岩野下遺跡の発掘調

査の記録である。

この調査により、縄文時代、奈良・平安時代、中世・近世の遺物が出土し、特に

奈良・平安時代の集落の一端が解明された。糸魚川地方における奈良・平安時代の

考古学的研究の報告は少なく、これらの資料が当地方の歴史的解明の一助となれ

ぱ幸いである。

なお、本調査を進めるにあたり、多大なる御協力、御援助を賜った地元糸焦、川市

及び糸魚川市教育委貝会並びに市民の方々、また、格別の御配慮を賜った日本道路

公団に対し、ここに深甚なる謝意を表する次第である。

序

昭和62年3月

新潟県教育委員会

教育長有磯邦男



1.本報告書は新潟県糸魚川市大字大和川字岩野に所在する岩野下遺跡の発掘調査の記録であ

る。発掘調査は北陸自動車道の建設に伴い、新潟県が昭和60年度に日本道路公団新潟建設局

から委託を受けて実施したものである。

2.本遺跡の発掘調査は新潟県教育委員会が主体となって、昭和60年7月18日からH月30日ま

での延74日間実施した。調査体制は以下の通りである。

高橋安新潟県教育庁文化行政課課長総括

田中浩一課長補佐管理

高橋幸治主事庶務

埋蔵文化財係長中島栄一調査指導

和田寿久文化財主事調査担当

文化財専門員高橋保雄調査員

文化財調査員遠藤孝司調査員

3.本遺跡の名称は「岩野下遺跡」であり、糸魚川市教育委員会発行の遺跡詳細分布調査報告

書(1984)にある「岩野D遺跡」とは、同一の遺跡である。

4.発掘調査に至る経緯については「北陸自動車道、糸魚、川地区発掘調査報告書1」の序説で

述べている。

5.遺物の整理、復元作業、報告書作成は新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係職員があたっ

た。

6.発掘調査の出土遺物は、一括して新潟県教育委員会が保存、管理している。なお、出士遺

物の註記記号には遺跡名の「岩野下」から「1NS」とした。

フ.本報告書の執筆は埋蔵文化財係長中島栄一の指導のもと、次のように分担した。()内は、

分担箇所を示す。和田寿久(第IV章2、第V章2)、高橋保雄(第11章4、第1Ⅱ章3、 4、 5、

第Ⅳ章 1)、遠藤孝司(第Ⅱ章 1、 3、第Ⅲ章 1、 2、 3、第IV章3、第V章 1)、北村元(第

Π章2)、高橋昌也(第 1章 1)、竹田和夫(第 1章2)

8.遺構の略記号は以下のとおりである。

SB一掘立柱建物、 SK一土坑、 SD一溝、 Pーピット

遺物の実測図や拓本の断面は、須恵器、珠洲焼を黒塗り、他は白抜きとした。

9.遺物の番号は第Ⅳ章2の大半が挿図、写真図版とも通しで統一の番号にした。それ以外は

それぞれの図ごとに付した。

10.第1図の地形図は国土地理院発行、図版1の空中写真はアジア航測株式会社撮影のもの、

それ以外の地図は、日本道路公団が測量した地形図を使用した。本書で示す方位はすべて真

北とした。磁北は真北から西偏約7度である。
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Ⅱ.石質の鑑定については新潟県立教育センター地学研究室坂井陽一氏(現県立江南高校)の

意見を参考に記述した。

12.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の諸氏、機関から種々の御指導、御協力を賜っ

た。(敬称略)

青木重孝、小林達雄、小林昌二、石上英一、前川要、土田孝雄、小島幸雄、高橋勉、木島勉

(旧姓大森)、糸魚川市教育委員会、青海町教育委員会。
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1.

新潟県の西南端に位置する糸魚川市は、西は富山県、南は長野県と境を接し、北は日本海に

面している。面積は約4釘hdと広大であるが、その大部分が山地で占められ、平地に乏しい。富

山・長野両県との境には、標高約3,ooom級の白馬連峰が連なり、その北端は急傾斜で日本海に

没している。一方、市の南東には焼山をはじめ標高約2,ooom級の諸山がそびえ立ち、これらの

山々に源を発する海川・早川などの急流がほぽ南北方向に流れている。また、糸魚川一静岡構

造線にほぽ沿うように流れる姫川は、水源を長野県安曇郡内にもち源流からの距離に比して勾

配が急、なため、多量の砂礫を河口付近にまで運搬・堆積して日本海に注いでいる。これら河川

の河口付近には、沖積地や3~4段の段丘か'形成されており、遺跡の多くはこの段丘上に立地

してぃる。中位と高位の段丘面には国指定史跡の長者ケ原遺跡に代表される縄文時代の遺跡が

多く、これより低位の段丘面には奈良・平安の遺跡が多く分布している。姫川右岸や海川右岸

の中位段丘面上には遺跡の密集する地域がみられ、特に上刈・厚田などの各地区において顕著

である。岩野下遺跡は海川右岸に細長く広かる沖積地と、中位段丘にはさまれた低位段丘面上

に立地する。段丘面と沖積面の比高は約5mである。厚田地区には低位段丘上に岩野C、中位

段丘上に岩野A・Bの各遺跡があり、岩野下遺跡東方の中位段丘上には岩野E・中原Bの各遺

跡が立地、また南方の坂井地区には坂井A・Bの遺跡が立地している。これらの遺跡群に囲ま

れるようにして本遺跡は存在する。

地理的環境

第1章遺跡周辺の環境

2.

糸魚川市域における古代全般の歴史的環境については、既に『糸魚川市史』通史編で詳述さ

れてぃるが、岩野下遣跡と同時期頃の9世紀から10世紀という特定の時期については、その社

会像は全国的にも今ひとっ判然としていない。とりわけ10世紀は律令体制がゆきづまり、王朝

国家体制の崩壊期とされてぃる。同時に荘園公領体制の成立、確立期にも該当している。気候

学的には温暖であった事が検証され、世界的にロットネスト海進期に相当するもので、それは

日本列島へも影響を及ぽし、越後国でも見られたと推定されている(山本 1976)。さらに奈良'

平安時代は大開発時代であり、生産力が著しく高まったと強調されている q呆立 1984)。

社会経済史の中でも特に士地制度の変遷を探っていくと、国一郡一郷(里)という律令制社

会における地方支配の体制が10世紀頃から変化し中世的郡郷制という様相を呈していくようて

ある。同じ国でも郡によって行政組織の構成が異なり、郡地域の内部には、①群単位、②倭名

抄郷単位、③院単位の3類型が存在していたと推定されている。②は律令国家段階からの伝統

を有する郷が国衙に直結する行政単位となったものである。この単位には一部が倭名抄郷単位

歴史的環境一糸魚川市域をめぐる10世紀頃の地域概念
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だけで構成されるもの

ではなく(右図A)、郡

単位と倭名抄郷が併存

する事はあった(右図

B)。ただ、倭名抄郷か
,杉

史料に見られるからと

W髭 "團髪
いってそこに倭名抄郷 郷郷 郷郷

の行政単位を想定する

地披としての劉り・・、ーー・(地城としての郡Ξ....._..........

のは早計であり、史料

坂本賞三『荘園制成立と王朝国家』1985より上にはただの地域表示

として記されているものもあるとの指摘(坂本 1985)も無視できないであろう。

この点において糸魚川市域は古代にあっては頸城郡の沼川郷に含まれていたと理解されてい

る。しかし、この常識とされている事項についても『糸魚川市史』通史編では、沼川郷は現在

の能生町や糸魚川市、青海町まで含めた地域の総称となっており、『新潟県史』通史編第1巻で

は直江津より越中国に至るまでの海岸地域を想定しており、若千ニュアンスが異なる。つまり、

郷域にっいて、厳密に確定するだけの根拠に乏しく、今後の研究成果か期待されるところでも

ある。

一方、糸魚川市域には平安期に比定される遺跡が20数箇所確認、されている。そのうち、これ

まで発掘調査が行なわれた遺跡は、姫川右岸では、道者ハバ(第 1図31以下同様)、原山(34)、

新割(30)、左岸では大角地(青海町)、海川右岸の岩野A (11)、前川右岸の小出越(17)なと

である。中でも道者ハバ遺跡は掘立柱建物、井戸跡などが検出され、緑釉陶器、墨書土器、転

用硯などが多数出土しており、一般的な集落ではなく、糸魚川地方の中心屯勺役割をなした官衙

や寺院などではないかと推定されている(土田 1986)。

従来、公的性格の建物跡の評価については、官衙イコール国衙、郡衙に収斂される傾向があ

る。ところが、規模、出土遺物、その他の状況から判断して、政庁といえない中d畉財莫の公的

遺跡はどのように位置づけられるのであろうか。例えぱ、平安期において、これまで殆ど注目

されなかったものとして、郡、郷の収納所、検田所の存在があげられる。かつて郡司によって

統一的に掌握されていた行政権が検田所、収納所に継承されたとし、在地支配機構のあり方に

再検討をせまったこの問題(大石 197のについて各地の公的性格の遺跡に手か'かりを求める

のは、無意味ではないと思われる。

最近の一連の郷里制、郡郷制の見直し(中田 1986・藤井 1986)や年々増加しつつぁる発

掘調査等の成果も含めて、岩野下遺跡は総合的に評価していく必要があろう。
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岩野下遺跡の発掘調査は、小出越遺跡の

調査に継続した形で始まり、昭和60年7月

18日から11月30日までの延74日間にわたっ

て実施した。調査当初は、調査範囲の北東

に位置する沢地(現況荒地)を排士集積場

として予定していた。しかし、沢地の試掘

調査の結果、奈良・平安時代の土師器・須 ノ

.......

恵器片を包含する旧流路が埋没している事

が確認され、沢地区域も発掘調査の対象範

囲とした。当初の調査予定面積6,700がが実 ー'ー

際9,40om.となり調査が行われた。詞査方法

は、確認調査・試掘調査の結果に基づき、

表士削平時の排土は仮集積場所に置き、沢

地調査終了後、段丘面全域の士を沢地へ投

入する事とした。また段丘面の表土は厚さ

10cm~20cmで、すぐ地山に到達する。基本

的に重機で地山の直上付近まで数回に分け

て削平し、その後ジョレンがけを行い遺構

を確認、し、遺構掘り・写真撮影・実測の順

で調査を行た。以下、調査の経過につぃ

て記載する。

7月18日、調査地区北東(13~16・ C ~ 1

グリッド)沢地の草刈りを行い、トレンチ
^^

掘りによる試掘調査を開始する。トレンチ

は幅2mでグリッドの南北軸にそわせて2

本、東西軸にそわせて 1本設定する。 12・

13ライン E ~ 1、 13・14ライン E ~ 1、 14・、

15ラインE~ 1、 15・16ラインE~ほて

の長さ45m、 E ・ Fライン13~15までの長

さ30mである。この結果、層序は4層に識

調査の経過

第Π章調査の概要
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別され、暗褐色粘質土層から数点の土師器・須恵器片が出土した。 7月20日、さらに 2本のト

レンチを14 ・ 15ライン E ~ 1、 15 ・ 16ラインE ~ 1 の範囲で設定する。 151 グリッドよ 1)畦岩

の石製品が出土する。 7月26日、延8日間にわたる手掘りの試掘調査が終了する。東西E ・ F

ラインのセクション図を作成する。この断面より暗褐色粘質土層の落ち込みが確認、され、この

層は古代の遺物を包含する旧流路の稜土ということがわかった。この時点で沢地域も本調査の

対象範囲とする。 8月23日、本調査開始。調査区の草刈り、及び法面バケット装着のバックホ

ーにより、グリッドの軸にそって幅 lmの南北セクション 5本を残し表士削平を行い、並行し

てジョレンによる遺構検出作業を開始する。耕作土から土師器・須恵器・近世陶磁器片が散発

的に出土する。並行して旧流路の暗褐色粘質土上面付近まで重機により表土を削除し、手掘り

による遺物検出作業を行う。 8月29日、表採時に遺物の出土頻度が比較的高い地区(フ~10

E . Fグリッド)でべルトコンベアーを使用し、手作業の表土削平を開始する。出土遣物は須

恵器片が多い。 9月9日、旧流路(14G)の底面で須恵器の杯蓋・杯の完形品が集中的に出土

し、出士状況等を写真撮影する。 9月13日、段丘上(フ・ 8M ・ N)耕作土中から縄文中期の

土器片が出土したが、遺物に関連する遺構は検出されない。 10月4日、フ・ 8 F ・ Gグリット

より S B I ・ 2 を検出する。遺構掘り開始。 10月7日、 11・12H ・ 1 グリッドでS B 3検出。

4間X3間の掘立柱建物である。方形の掘形で、柱痕は検出されない。掘形埋土セクション図

を作成し、並行して遺構掘りを行う。終了後、随時写真撮影・図面作成を行う。 10月9日7M

グリッドS K I・2検出。 S K 1の埋土より土師器杯の完形品10個体分出土。 10月15日、 7 K・

Lグリ、ソドで竪穴住居を検出、プラン検出状況を写真撮影後、十字のセクションベルトを設定

し、遺構掘り開始。竪穴住居の東側よ 1) S B 5検出、 S B I・ 2 を完掘し実測。 10月22日、竪

穴住居完掘・写真撮影。 S B 5完掘する。写真撮影。 10月29日、 SB 3完掘し実測終了。 10'

UG . Hグリッド周辺で検出されたピットでSB3と同一方向で並ぶ4間X2間の建物を確認

する。 S B 6として写真撮影を行う。 10月31日、 SB 3の長軸に沿って南東側に廂があること

を確認、。 11月5日、 S B 5 の建物範囲内をさらに精査したところ、建物範囲内にP240検出。土

師器の杯や椀が一括出士する。出土状況等の写真撮影・実測を行う。これで段丘上も調査終了

し、あとは精査と旧流路の上・下流にあたる盛土地点を発掘するだけとなった。しかし、雨の

日が続き、室内作業(遺物の水洗い・註記・接合や図面の整理など)が多くなり、発掘は思う

ようにはかどらない。 11月11日~19日の間、精査により、焼土 1 ~ 3、 S K 7 ' 8、 12~16、

SD I~ 3 などを検出。 11月22日、遺跡の全景写真撮影。 U月28日までに、すべての遺構を完

掘し、平面や士層断面などの実測・写真撮影を終了する。11月29日、器材の撤収'梱包を完了

する。 11月30日、器材・遺物等の搬出を行い、発掘調査を終了する。



2.

岩野下遺跡の現況は畑地、水田となっており、作付け等の関係から昭和59年8月27日~9月

1日と、稲刈り終了後のH月5日~11月10日の2期に分けて調査せざるを之なかった。

期確認詞査は畑部分に限定されたが、この中でも作物の植付けなど制約が多く、 9Fから

11J にかけて長さ45m、巾 2mのトレンチ 1本を入れたにとどまった。調査に先立つ分布調査

では、畑部仂で平安時代~中世の士器片の散布が認められ、地兀住民からの情報でも6Gにあ

る柿の木付近から、過去に須恵器の杯・蓋が出土し六という話を得ていた。しかし、長年にわ

たる耕作によって地山士(ロムが撹乱された結果、ほぽ全面にわたって赤くなっており、

すでに遺物包含層は存在しないものと考えられた。調査の結果、地山には約20cmで達し、土師

器の小片 1点が出土している遺構としては、 11J でヒ、・トらししソト刑の落ち込みが1基検出

されたのみであった。

期確認調査は水田部を対象とするため、稲メリリ終了後の11月5日~11月10日に実施した。

確認坑は、 2 3mのものを任意に28ケ所設定し、人力により掘り下げた。調査の結果、 8 ~12

確認調査

＼ー
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ラインについては現地表から15~25Cmで地山面に達しており、包含層は水田造成時にすでに削

平されたものと考えられた。10Lでは盛土部より平安時代の灰釉陶器(第39図4)か1片出士

しており、当遺跡の性格を知るうえで貴重な資料である。

8ライン以西は水田造成時に盛士がなされたため、 20~50cm下で包含層と思われる暗褐色土

が約10師みられ、 7Hと7Lからそれぞれ縄丈時代中期・奈良~平安時代の土器片が少量では

あるが出土している。また、畑部分と東の段丘崖との間は、地山まで80cm以上と非常に深く、

特に14J付近では表土下に70cm以上の盛土がみられ、-165Cm以上でも地山が検出されていな

い。水田造成時に小谷を埋め立てたものと思われ、本調査時に重機による排土を実施し、旧地

形を確認する必要があろうと結論された。

3.遺跡の位置及ぴグリッドの設定

101グリッド
岩野下遺跡は前述のように、海川の右岸の低位段丘上(標

十・十
3 542高約25m)に位置し、海川へ向って緩傾斜している。現在

8 9 107は、水田及び畑地で改田により旧地形の景観は変っている。 6

グリッドは高速道上り車線のSTAN0355の基本杭を基点 1211 1413 15

1917 18 20とし、国土地理院の座標軸にそわせ、大グリッドを設定し 16

23た。大グリッドは東西にX軸、南北に y軸を組み、 10m毎 22 2521 24

十

に西から東へ 1 ~、北から南へA~とし「101 グリッド」

というように組み合わせた。大グリッドはさらに 2m方眼第4図 グリッド模式図

ごとに区分し、第 4 図のように25等分した。小グリッドは

「10 125」のごとく呼称した。

序(第5 図図版5)4.層

本遺跡の層序は海川によって形成された段丘上に位置するが、地表面から地山までの堆積土

層は薄く単純であった。基本的には、褐色土(耕作士)約10~40cmをi則1)、黄褐色粘質土仕也

山)となる。しかしながら、遺跡の西側と東側の地区で層序の違い力信忍められた。

遺跡の西側の地区は、段丘崖に向かって緩やかに傾斜する地形であり、褐色土(耕作土)約

20cm、明褐色土(盛土)約10~50cm、暗褐色土(旧耕作土)約 0 ~25Cmを測り、黄褐色粘質士

仕也山)となる。遺跡の東側の地区は、旧流路の存在した場所であり、褐色土(耕作土)約20

明褐色士(盛土)約60~10ocm、暗褐色粘質士(旧流路堆積士)約50~150cmを測り、青灰Cm、

色粘士け也山)となる。さらに青灰色粘土仕也山)を約60cm掘り込むと、一部において礫層か

認められた。これらの層序の違いは、地形的な違いによることの他に、畑地から水田への改田

に際し、遺跡の中央部の堆積士を削平し、西側と東側の低地へ盛土したことによるものである。
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岩野下遺跡において検出された遺構は、竪穴住居1基、掘立柱建物7棟、土坑23基、溝3基、

ピット409基である。遺構の主体は奈良・平安時代である。掘立柱建物の柱穴から検出された遺

物は若干であり、詳細な時期や新旧関係は把握しにくいが、建物群の配列関係等から二群に大

別することができる。 S B 2 ・ 3 ・ 6 の一群と、 S B I・ 4 ・ 5 の一群である。

第Ⅲ章

1.竪穴住居(第6 ・ 9図図版7)

7 K ・ Lグリッドにあり、すぐ東側に主軸方位をほぽ同一にするSB 5が位置している。長

軸2.70m ・短軸2.58mを卸円、主軸方位は北31度西を示している。プランは全体的に不整の長
か堂ど

方形を呈し、南西隅に竈を有する。遺構検出面からの掘り込みは、平均して約20cmと浅いが、

壁の立ち上がりは比較的明瞭である。床面は平担であり、柱穴と推定されるピットは 1~ 5て

ある。なお、北東隅に柱穴は検出されなかったが、他の三隅から検出されており、存在してい

たものと思われる。ほかに大小7基のピットが検出されたが、深さは床面から8.8~18師と不揃

である。ピット 1 から 12までの深さは、 1 -27Cm ・ 2 -47Cm・ 3 -12.4Cm・ 4 -フ.5Cm ・ 5 -14.6

Cm ・ 6 -14Cm ・フ-11.8Cm ・ 8 -12.7Cm ・ 9 -8.8Cm ・ 10-11.5Cm ・ 11-18Cm .12-16Cmである。

構

^^^^^
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1褐色土

黄褐色粘質土をわずか
に含む

ややしまりなし

2暗褐色土
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やや多く含む
はりやや・しまりあり

4黄褐色粘質土
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南西隅の竈からは、一辺約60伽の範囲で焼土が検出され、掘り上げた後、床面及び壁より礫か

5点検出された。この礫は竈の袖石と思われる。西壁に貼り付いている礫を取り上げた段階て

土師器の杯片か'1個体分検出された(第30図1)。竈は、住居跡埋没段階、或いは耕地整理時に

撹乱を受け、原形をとどめていなかったものと思われる。なお、竈周辺の地山面からは煙道と

思われる掘1)込み等は確認できなかった。

2.掘立柱建物
EC25.om

S B I (第 7 ・ 8 図図版8)

y
2

フ・8 F グリッドに位置し、桁行4 間(8.60m) X梁間 2

間(5.25m)、面積44.2m.の東西棟建物(北60度西)である。 Im0

柱間寸法は桁行が西から1.05m ・1.05m ・1.10m ・1.05m、

東側の梁間が北から2.70m ・2.5mを測る。柱掘形は一辺

45~80cmの方形に近いものが多

く、深さは柱穴 1-29Cm ・ 2 -25、

Cm ・ 3 -15Cm ・ 4 -35Cm ・ 5 -20 A

Cm・ 6 -8Cm・フ-20cm.8 -25Cm・

ノ/9 -50cm ・ 10-35Cm ・ 11-42Cm .

12-23Cmを測る。掘り込みの明瞭

◎鱈な柱穴は 1 ・ 5 ・ 8 ・ 9 ・ 10で、 12

それ以外の柱穴のプランは、明確

であるが、立ち上か'りは不明瞭て

宙ある。埋土は、褐色土で黄褐色粘
1 1

P質土を若千含むものが多い。第7

図は基本的埋士であり、壁面は底

面から垂直気味に立ち上がる。柱 9鯉命9'・鯉塗何 ⑬
痕は検出されなかったが、柱穴

1 ・ 4 ・ 5 ・ 6 ・フ・ 9 ・ 10 ・ 12

の底面から粘土が検出された。こ

.
の粘土は柱の圧痕とも考之られ 9

A25.om
る。平面的に粘土の範囲は確認、さ

れるが、深さは不明瞭である(柱 S
Cぢ'

穴内の点線は、粘土の範囲を示し
柱圧痕

ている)。出土遺物は柱穴1から土

師器壺底部片1点、鉢口縁部・体

10
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◎
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部片 6点(同一個体とも考えられる。第30図 7 ・ 8)出土したのみである。

S B 2 (第10図図版8)

フ・ 8 F グリ、ソドに位置し、桁行4 間(フ.15m)で、梁間が北側 3 間(5.20m)・南側 2 間(5.20

m)・面積37.7m.の南北棟建物(北30度西)である。柱間寸法は、桁行が北から1.89m・1.78m・

1.70m・1.78mで南側の梁問は2.60m等問である。北側の梁間は 1問目の西が1.75m、東が1.15

m、中央が2.30mを1則り、不規則である。柱掘形は柱穴2 ・ 3以外は方形に近い形を呈し、

辺56~95Cmである。柱穴2 ・ 3 は円形を呈し、径35Cm前後を測る。遺構検出面からの深さは、

柱穴 1 -45.6Cm ・ 2 -39Cm ・ 3 -25.4Cm ・ 4 -30cm ・ 5 -22.5Cm ・ 6 -27.6Cm ・フ-39.5Cm ・

8 -15.5Cm ・ 9 -29.5Cm ・ 10-34.8Cm ・ 11-27Cm ・ 12-20cm ・ 13-12Cmを1則る。掘り込みの明

瞭な柱穴は 1・8であるが、底面は平担ではない。掘形の埋土は、褐色土が主体で、黄褐色粘

質土を若干含むものがある。柱穴底面には柱痕は検出されなかったが、 SB1と同様に柱穴4

から粘土が検出されたのみである。

◎柱穴1は埋土中にブロック状の黄褐 Ub

A
色粘質土が多量に混入し、他の柱穴

昏 @1@ 32に比べてしまりがないこと、形状や 4

y規模が異なることなどから、新しい

土坑によって壊されたものと推定さ

ξト'れる。遺物は柱穴12より土師器の甕 5

体部片2点出土したのみである。

@ 0S B 3 (第11・ 12図図版 9) 12

ゑず
6

U ・12Fグリッドに位置し、桁行

4 間(8.35m) X梁間 3 間(9.15m)、

如面積76.4m.の南北棟建物(北55度西)
Π

7

である。西側に廂を有し、当遺跡て

最大の掘立柱建物である。柱間寸法 ^.4^
^ー^は身舎の桁行が北から1.95m ・2.20 910 8

ヨ0

m ・ 2.15m ・ 1.90mで、梁間か3.20 A'A24.5m

m等間である。廂は身舎より2.60m
多多"

離れ梁間よりやや短い。柱掘形は身
B'B24.5m

舎が方形で、一辺80~110cm ・深さ

20~50師と大形である。廂は円形や
4m0

不整形で径60~80cmを測り、深さは 柱圧痕

SB2実測図第10図17~22師と浅い。身舎の柱掘形はい

ずれも底面からの立ち上か'ηが明瞭

Ⅱ

E
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.
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であり、柱痕は径25~30師である。廂の柱穴からは柱痕は検出されなかったが、柱圧痕の粘土

が検出された。掘形埋土は黄褐色士が主体で、なかには良くしまっているものもある。第11図

は柱痕や柱圧痕が明瞭なものであり、基本的埋土は2層に識別される。遺物は、柱穴5より土

師器の杯底部片や甕体部片など14点、須恵器の杯片1点、甕体部片3点が出土しているが、い

ずれも細片である(第30図13~15)。

S B 7 (第13図)

10Gグリッド中央に位置し、桁行3 間(5.70m) X梁間 1

間(3.70m)・面積21.1m,の南北棟建物(北19.5度西)であ

る。柱間寸法は、桁行が北から1.75m ・1.95m ・ 2 mと不

揃いである。柱掘形は円形で直径32~53師を測り、深さは

21~64飢とアンバランスである。本遺構は他の掘立柱建物

に比べて掘1)込みは明瞭で、底面から垂直に立ち上かる。
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掘形埋土は褐色土を主体とし、全般的にしまり

のあるものが多い。出土遺物は無い。

S B 5 (第14 ・15図図版10)

7 Kグリッドに位置し、桁行3 間(5.35m) X梁

間 2 間(3.80m)・面積20.3m.の南北棟建物(北

31度西)である。柱間寸法は、桁行が北から1.95

m ・ 1.60m ・ 1.80mで、梁間が西から1.70m ・

2.10mを測る。柱掘形は円形に近い不整形で、

柱穴2・3 は径35~40cm、その他の柱穴は50~70

師を測る。遺構検出面からの深さは柱穴1の55

Cmを除き、 13~38Cmと浅い。埋土は暗褐色土を

基調としている。遺物は柱穴4 ・ 5 ・ 8 から土

師器片が、柱穴9から須恵器の甕片、柱穴7か

らは須恵器と士師器が出土している。柱穴1か

ら土師器の杯片3点と縄文土器片1点が出土し

た。柱圧痕は検出されなかった。建物範囲の南

西隅、柱穴8付近に焼士3が検出された。焼土

3の下部面より土師器の杯・甕片が多量に出士

してぃる。また、建物範囲内の西側中央付近の

P240からは、土師器の杯・椀・甕片が一括出土

している。 P240は一辺約60cmの方形を呈し、深

さ30cmを測り、埋土は 2 層に識別される。第 1

層が褐色土を主体とし、黄褐色粒を含み、第2

層は暗褐色士で若千の焼土粒力π昆入している。

この第2層上面から遺物が出土している。焼士

3及ぴP240は建物範囲内にあ1)、検出状況・遺

物等からSB5に伴うものと考之られる。

S B 4 (第16図)

12Gグリッドに位置し、 2 間X 1間の南北棟

建物である。建物範囲の一辺の長さが西側で

3.80m、東側が3.40mで、南側が3.83m、北側

が4.25mと歪んだ方形を呈している。方位は東

側の軸を基準にして北23度西を示す。柱間寸法

は西側がほほ'1.70m等間、東側か'北から2.08
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m ・1.75mを測る。柱掘形は円形でそれぞ

れ径30師前後を1則り、深さは23~42.5Cmて

ある。掘形埋土は褐色土でしまりがない。

柱圧痕は確認できなかった。また遺物は出

土していない。面積14.5m.。

SB 6 (第17図図版10)

11G ・ H グリッドに位置し、桁行 4 間

(8.30m) X梁間 2 間(5.30m)・面積43.フ

がの東西棟建物(北55.5度西)である。柱

間寸法は桁行が西から2.05m ・1.95m ・2.2

m・2.1mである。梁間は西妻で北より2.95

m ・ 2.35m、東妻は2.50m ・ 2.80m と不揃

いである。柱掘形は方形に

近く、柱穴8 の径28Cmを除

き長軸は58~96師と比較的

大きい。遺構検出面からの

深さは 7 ~8.2Cmをi則る。掘

形埋土は褐色土を主体と

し、しまりが良い。柱圧痕・

粘士等は確認できなかっ

た。また遺物は柱穴5より

土師器の杯と甕片が数点出

士したのみである。なお主

軸方位はSB3と同一方向

を示している。
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3

S K I (第18図図版11-1 ・ 2 ・ 3)

7Mグリッド西側に位置し、北西の張り出しを除けぱ一辺約1.70mのやや歪んだ隅丸方形を

呈している。深さは18~25Cmで、底面は平担で、東側か士ヒ較的浅く、西側へいくにつれて深く

なっている。壁は西側が緩やかに立ち上がるほかは、垂直気味となる。覆土は3層に識別され

るが、最下層の暗赤褐色土は部分的に存在するものである。遺物は、底面直上付近から土師器

の杯が10個体と上層の褐色粘質土から須恵器の甕胴部片 1点が出土した(第30図22~29)。

S K 2 (第18図図版11-3)

7Mグリッド西側に位置し、すぐ南側にSK 1が存在する。プランは不整形で、南北約2.2m、

東西2mで、深さは18~30師を測る。士坑中央付近の底面は平担であるが、縁辺部になると掘

り込みが一定しない。覆士は褐色粘質土に黄褐色粘質土が混入するものが基本である。遺物は

出土していない。

S K 3 (第18図図版11-4)

9J グリッド西側に位置し、平面形は円形で、径1.75m、深さ57Cmを測る。底面は平らで、

やや硬化している。壁はほぽ垂直に立ち上か、り、壁際には幅15Cm前後、深さ 5Cm前後を測る溝

が巡ってぃる。覆土は褐色土を基本とし、 4層に識別され、レンズ状に堆積している。遺物は

土師器の甕片3点、覆士下層より珠洲系陶器の破片1点・礫10点が出土している。

S K 4 (第19図図版12-3)

121 グリッドの北側に位置し、平面形は方形で、長軸1.08m、短軸0.94m、深さ65Cmを測る。

底面は平らで、壁はほぽ垂直に立ち上かる。覆土は褐色土を基本とし、 4層に識別される。遺

物は出土していない。

S K 5 (第18図)

7 Lグリッドのほぽ中央に位置し、平面形は不整形で、最大幅約1.4m、最小幅約0.7m、深

さ11~33Cmを測る。底面は南西方向へ緩やかに傾斜し、壁は南西壁で急、に、それ以外では緩や

かに立ち上かる。遺物は土師器の杯片2点が出土している(第30図36)。

S K 6 (第18図)

7 Lグリッド南側に位置し、平面形は不整形で最大幅約1.9m、最小幅約0.9m、深さ10~43

伽を測る。底面は南東方向へ緩やかに傾斜し、壁は南東壁でほぽ垂直に、それ以外では緩やか

に立ち上かる。覆土は暗褐色士を基本としている。遺物は北西部の遺構確認面より縄文土器片

1点(第26図5)、北東壁際の覆土より縄文土器片数点(第25図 1・ 2)、南東部の覆土下層よ

り縄文士器片数点(第25図3)が出土している。

S K 7 (第19図図版12-1 ・ 2)

7 Hグリッド東側に位置し、平面形は不整形で、最大幅約3.1m、最小幅約1.6m、深さ52Cm

土

15
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を測る。底面は中央部が緩やかにくぽみ、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は暗褐色土を基本と

し、 2層に識別され、レンズ状に堆積する。遺物は土師器の杯片1点、南壁際の遺構確認、面よ

り土師器の甕底部片 1点(第30図37)、中央音剛寸近より礫約30点が出士している。

S K 8 (第19図図版12-5)

6 Hグリッドのほぽ中央の西斜面上に位置し、平面形は楕円形で、長径1.06m、短径0.81m、

深さ15Cmを測る。底面は西側に向かって緩やかに傾向し、北側と南壁際にはピットを有し、壁

は緩やかに立ち上かる。覆土は褐色土と明褐色土に識別され、レンズ状に堆積している。遺物

は出土していない。

S K 9 (第19図図版12-6)

6 Gグリッドの西側に位置し、平面形は楕円形で、長径1.69m、短径1.33m、深さ23Cmを測

る。底面は平らで、壁はほぽ垂直に立ち上がる。覆土は褐色土を基本とし、単層である。遺物

は出土していない。

S K I0 (第19図)

9Hグリッドの南西隅に位置するが、水道管が埋設されており完掘することはできなかった0

平面形は不整形で、最大幅約1.8m、深さ42師を測る。底面は北西方向へ緩やかに傾斜し、北西

壁際、南東壁際にはピットを有する。壁はほぽ垂直に立ち上かる。遺物は出土していない。

S K 11 (第19図)

7 Kグリッドの西側に位置し、平面形は不整長方形で、長軸約1.8m、短軸約0.8m、深さ17

Cmを測る。底面は平らで、壁は急、傾斜で立ち上か'り、覆土は暗褐色土を基本としている。遺物

は縄文士器片約20点が出土している(第26図12・24・27)。

S K12 (第18図図版11-5)

121グリッドの北側に位置し、ため池状遺構に接している。平面形は不整方形で、長軸0.98

短軸0.95m、深さ23伽を測る。底面は平らで、壁は緩やかに立ち上がり、覆士は褐色土をnl、

基本としてぃる。遺物は土師器の杯片4点、須恵器の坏片2点、杯蓋片4点が出土している(第

30図30~35)。

S K13 (第19図図版13-1 ・ 2)

9J グリッドの東側に位置し、平面形は円形で、径1.97m、深さ122Cmを測る。底面は平らで、

壁はほぽ垂直に立ち上かる。覆土は2層からなり、上層は礫力瑶勺1,060個混入する層で下層は黄

茶褐色粘質土層である。遺物は上層より江戸時代の所産と思われる染付の破片数点、下層より

灰釉陶器の椀の破片1点が出土している。

S K14 (第20図図版12-4)

11J グリッドの南側に位置し、平面形は円形で、径1.23m、深さ77伽を測る。底面は平らて

壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色腐植土、腐植木片、白い石灰状の塊力"比合した土で

ある。遺物は江戸時代の所産と思われる染付皿の破片1点が出士している。覆土の様子、出土
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遺物よ1)近世以降の遺構と推定される。

S K15 (第20図図版13-3 ・ 4)

7 Kグリ、ソドの西側に位置するが、水田の段切りで、西側は破壊を受けている。平面形は不

明で、最大幅約1.om、深さ33Cmを測る。底面は平らで、壁はほぽ垂直に立ち上がる。覆土は褐

色土と暗褐色土を基本とする2層に識別され、レンズ状に堆積する。遺物は2層上面より土師

器の完升井不3 点、杯片 1点が出土している(第30図38~40)。

S K 16 (第20図)

7J グリッドの南西隅に位置し、平面形は不整形で、最大幅約1.8m、最小幅約0.4m、深さ

21~109Cmを測る。底面は凹凸が激しく、壁はほぽ垂直に立ち上かる。遺物は縄文士器の破片11

点が出土している。

S K 17 (第20図)

81グリッドの南東隅に位置するが、試掘溝で東側の一部は破壊を受けている。平面形は不

整長方形で、長軸約2.9m、短軸約0.8m、深さ41Cmを測る。底面はほぱ平らで、壁は急傾斜に

立ち上がる。覆土は褐色土を基本とし、単層である。遺物は出土していない。

S K 18 (第20図)

81グ1上ソドの南東隅に位置するが、試掘溝で東側の一部は破壊を受けている。平面形は不

整長方形で、長軸約3.3m、短軸約1.om、深さ33Cmを測る。底面はほぽ平らで、壁は北壁では

急、傾斜に、南壁では緩やかに立ち上がる。覆士は褐色土を基本とし、単層である。遺物は出土

していない。 SK17・18は並列し、形状・覆土が非常に近似している。

S K 19 (第20図)

6 Kグリッドの西側に位置し、平面形は不整方形で、径約1.1m、深さ21伽を測る。底面は中

央部がややくぽみ、壁は緩やかに立ち上かる。覆土は暗褐色士を基本とし、単層である。遺物

は出土していない。

S K20 (第20図図版13-5)

6Hグリッドのほぽ中央部に位置し、南側はSD 1に切られている。平面形は不整形で、最

大幅約1.7m、深さ19伽を測る。底面はほぽ平らで、壁はほぽ垂直に立ち上がり、北側にピット

を有する。覆土は褐色士を基本とし、 4層に識別される。遺物は出士していない。

S K21 (第20図)

6 Fグリッドの東側に位置し、平面形は不整楕円形で、長径1.68m、短径1.19m、深さ41Cm

を測る。底面は平らで、壁は急傾斜に立ち上がり、西側にはピットを有する。覆士は暗褐色土

と明褐色土を基本とする2層に識別され、レンズ状に堆積している。遺物は出土していない。

S K22 (第20図図版13一田

7 Fグリ・ソドの西側に位置し、平面形は不整形で、最大幅約1.1mを測る。底面は平らで、壁

は急、傾斜に立ち上か'り、北側にはピットを有する。覆土は暗褐色土と明褐色土を基本とする2

19
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層に識別され、レンズ状に堆積している。遺物は出土してぃな

し、

S K23 (第18図図版11一田

9J グリッドの西側に位置し、 SK3の下に存在し、これよ

1)も古い。平面形はほぽ方形で、長径2.39m、短径2.19m、深

さ83Cmを測る。底面は平らで、壁はほぽ垂直に立ち上かる。覆

土は4層に識別されるが、暗褐色粘質土によく似た士であり、

埋士と推定される。遺物は出土していない。

4.溝

S D I (第 9 図・第21図図版14-1 ・ 2)

5 H ・ 6 H ・ 7 1 ・ 8 1 グリッドの東西に延び、延長約13.4

mを測る。両端は掘り込みが浅く、検出されなかったが、

に延ぴていたものと思われる。掘り込みのしっかりしたと

では、幅約0.9m、深さ約20cm前後を測り、壁が緩やかに立ち上

つている。また、覆土は暗褐色土を基本とし、 3層に識別され、

レンズ状に堆積している。底面は地形

に合わせ西に向かって低くなる。遺物

は礫数点、土師器の破片数点が出土し 集石

ている(第31図58 ・ 59)。

S D 2 (第 9 図・第21図)

5 Kグリッドに位置し、延長約3.om

を測り、調査区域外の北西になお延ぴ
＼＼ 焼土2

ている。幅約0.8m、深さ30師前後を測

り、壁は緩やかに立ち上がる。底面は
A

北西に向かって低くなる。覆土は暗褐

色土を基本とし、単層である。遺物は A25.8m 3 1 2
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れる。掘り込みのしっ力寸)していたところでは、幅約0.7m、深さ20cm前後を1則り、壁は急、傾斜

で立ち上かη、断面形は逆台形状を呈する。底面は地形に合わせ北に向かって低くなる。覆土

は暗褐色粘質土を基本とする単層である。遺物は士師器の杯片14点、須恵器の杯片1点が出土し

ている。

5.その他の遺構

集石(第22図図版14-3)

101グリッドの西側に位置し、 8個の礫か1コ」の字状に並べられている。当初、炉跡かと

. 面 1 -

0 町

◇
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思われたが、礫に熱を受けた痕跡も認められず、焼土もなかった。遺物は出土していない。

焼土1 (第22図)

7 Lグリッドのほぽ中央音Ⅲこ位置し、厚さ18Cm、範囲は1.5mxo.7mである。しっかりした

掘り込みが見られず、底面に熱を受けた痕跡も認められない。遺物は土師器片が数点出土して

いる(第30図51 ・ 52)。

焼土2 (第22図)

7 Lグリッドの北西部に位置し、厚さ15師、範囲は1.2mxo.5mである。しっかりした掘η

込みが見られず、底面に熱を受けた痕跡も認められない。遺物は出士していない。

焼土3 (第22図図版14-4)

7 Kグリッドの南側に位置し、平面形は不整形で、最大幅84Cm、最小幅51帥、深さ11帥を測

る。底面はほぽ平らで、壁は南壁・北壁は緩やかに、東壁・西壁は垂直に立ち上かる。覆土は

焼土であり、底面は熱を受けた痕跡が認められる。遺物は土師器の杯片、甕片(第30図16~21)

など多数、須恵器の甕片 1点が出土している。

ため池状遺構(第23図図版15-1)

12H ・121・13H ・131 グリッドに位置し、 S B 3 の東側に、旧流路の西側に存在する。ま

たSK12と重複し、これを切っている。平面形は方形で長辺約10.6m、短辺約9.6m、深さ約1.0

mを測る。底面は平らで、壁は急、傾斜で立ち上かる。覆土は褐色土と褐灰色粘質士を基本とし、

5層に識別され、ほぼ水平に堆積する。遺物は土師器の破片約40点、須恵器の杯片 1点、江戸

時代の所産と思われる陶器の破片1点、礫数点が出土している。

ピット(第 2表第24図図版15-2 ・ 3)

調査の結果、ピットは多数検出された。しかしなか'ら、耕作や開田等による撹乱で破壊され

たものも多く存在したと推定される。特に 9 工・10Lグリッド付近では、開田の際の削平のた

めか、ほとんどピットは検出されなかった。検出されたピットで掘1)込みのしっかりしたもの

については、ピット説明表とピット配置図を表示した。
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第2表ピット説明表

番号長径X短径X深さ(cm) 出土遺物グリ ド備考

S B 4

S B 4

長径X短径X深さ(cm)出土遺物グリ・が備考

70

80

120

S B 6

100

67

30

102

38

34

68

50

50

68

84

32

57

60

53

40

妬

23

80

28

29

22

ⅡG

ⅡG

S B 6

S B 6

91

10G

63

S B 3

55

S B 2

45

S B 3

S B I

57

S B 2

35

S B I

63
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番号

236

長径X短径X深さ(C")

26 20 30

24 23 36

36 25 31

84 45 26

63 45 33

20 18 25

35 30 42

出土遺物グリ、,ド備考

8K

8K

8K

8K

(30、41~46) 7 K

7K

7K

番号

286

長径X短径X深さ(C.)出土遺物グ,ルド備考

55 43

焼土1

焼土2

16

40 38 52

7L

S K 6

130 105 102

7L

9G

6K

7L

7L

ⅡK

9G

ⅡF

ⅡF

ⅡF

9G

S K19

38

130

10F

9H

師須

S K 5

60 49 37

師

須( 30-47 )

師

ⅡE

9G

9G

S B 7

欠番

9H

9H

26



番号

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

長径X短径X深さ(cm)出土遺物グリ・ド備考

38 24 46 10G

45 35 26 10G

25 20 26 10G

10G38 25 30

35 34 38 10H

35 30 27 101

10 127 26 25

10 147 43 59

45 35 20 101

85 45 24 10 1

10 135 25 21

52 50 20 10 1

80 55 111 10 1

10 J53 42 30

ⅡE45 37 50

ⅡE45 37 50

ⅡF53 45 46

45 34 32 11F

38 30 38 ⅡF

28 25 26 ⅡG

53 45 25 ⅡG

ⅡH28 25 21

ⅡH48 26 21

ⅡH62 45 20

23 18 8

35 30 21

30 23 24

郭 35 23

23 22 23

12 F35 32 23

12G48 34 30

12H58 45 32

12H40 38 56

12160 45 94

12 138 30 42

12164 45 25

25 22 18 121

※ピット説明表の見方について

0番号欄

数字はピットの番号

0出土遺物

師一→土師器の破片

縄一→縄文士器の破片

須一^須恵器の破片

(0-0)一→の実測図の番号

番号

373

374

375

376

37フ

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

401

如2

403

404

405

406

407

408

409

長径X短径X深さ(cm)

60 55 38

57 50 39

30 22 21

34 32 14

50 46 50

38 21 43

42 30 22

60 48 74

20 17 41

26 25 35

30 28 24

34 25 33

27 25 21

33 30 28

25 23 23

50 48 29

35 33 20

25 24 21

37 35 41

43 42 50

如 35 48

30 28 32

46 25 29

25 22 U

48 30 24

32 29 23

30 25 26

40 40 24

36 23 30

45 40 29

24 20 27

40 35 33

42 40 28

35 21 28

73 32 32

30 26 34

35 25 34

出士遺物グリ・"ド備考

ⅡK

12K

12K

12K

12K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

13K

14K

14K

14K

14K

14K

14K

0備考欄

S B ・ S K ^ピットが、 S BやSKであったということである。

例ピット1から 6の備考欄を見ると、 S B 4と書かれているから、これ

トはSB4の柱穴であることを表している。

例(24-40~46)は第24図40~46を表している。
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発掘調査により、出土した遺物は、コンテナで約30箱である。内容は縄文時代の土器・石器、

奈良・平安時代の士師器・須恵器・灰釉陶器・士製品、中世・近世の陶磁器等であり、主体は

奈良・平安時代の遺物である。また、遺構内出士の遺物は少なく、遺跡の東側を流れる旧流路

から出土したものが多い。以下、各時代ごとに出土遺物の概要を述べる。

第Ⅳ章

1.縄文時代

A.縄文士器(第25図 1~ 3 ・第26図 4 ~30 図版16)

出士した縄文土器は約160点である。そのほとんどが遺跡中央部より西側の地区から出土して

お1)、特にSB 5、竪穴住居周辺のグリッドから出土したものが多い。縄文時代と推定される

遺構からの士器は、 SK6の遺構確認面より5が、覆土上層より 1・2が、覆士下層より3が、

S K1はり12・24・27が出土した。これらの土器には、比較的まとネつた破片もあり、 1~ 3

のように全体の器形が推定できるものもある。これ以外の士器はすべて小破片である。以下、

時期別に概略を説明する。

前期後半~前期末葉(第26図4 ~ 9 図版16 4 ~ 9)

4は深鉢の胴部破片で半戡竹管の平行線文に、爪形文か'「D」字状に施文されている。色調

は外面暗褐色、内面茶褐色を呈する。胎土には石英や砂が多く含まれ、厚手のつくりである。

5は深鉢の口縁部破片で、推定口径15.5Cmを測る。文様は三角形印刻文による鋸歯状文と粘土

紐を貼付し、これを半裁竹管で押し引いたいわゆる結節状浮線文が施文される。口唇部には刻

目を有し、内面から外面への押圧による横方向の波状を呈する。内面には稜をつくり、稜の上

下には炭化物が多く付着している。色調は内外面共灰褐色を呈する。 5aは 5の拓影である。

6は深鉢の口縁部破片で、無文地上に粘土紐力唄品寸される。口唇部は丸棒状の工具と推定され

る刻目が施される。色調は外面暗褐色、内面灰褐色を呈する。胎土には砂、が多く含まれている。

7は深鉢の口縁部破片で、三角形印刻文と結節状浮線文が施文されている。口唇部には小突起

が付けられている。色調は外面明褐色、内面暗褐色を呈し、薄手のつくりである。 8は深鉢の

口縁部破片であり、帯状の粘士紐が波状に貼付され、この紐の上下には三角形印刻文が交互に

施されている。口唇部は内面から外面への押圧により、横方向の波状を呈してぃる。色調は内

外面共明褐色を呈し、薄手のつくりである。 9は深鉢の胴部破片で、横位、斜位に結節状浮線

文が施文されている。色調は内外面共明褐色を呈し、外面には煤の付着が認められる。

中期初頭~中期前葉(第25図 1~ 3 第26図10~19・22~24 図版16-10~19・22~24)

1は底部から胴部にかけてが外反ぎみに立ち上がり、口縁部が直線的に開いて、口唇部で緩

く外反するバケツ形の深鉢である。推定底径10.3Cm、推定口径18.ocmを測る。文様は全面にし

物
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Rの縄文が弱く施文され、 ロ縁部と胴上半部に 3条ずつ半隆起線が横走する。胴上半部の半隆

起線の 1本には爪形文が施され、瘤状の突起が貼付される。瘤状の突起は同一土器の別の破片

にも認められることから、少なくとも 2個は貼付される。色調は外面明褐色、内面灰褐色を呈

し、内面の胴上半部から口縁部にかけて炭化物が多く付着している。胎士には径 1-2 mmの砂

が多く含まれている。胴下半部には成形時の輪積み痕が認められる。 2は底部から胴部にかけ

てが外反ぎみに立ち上がり、胴部はさらに外反すると思われる深鉢の破片である。推定底径16.6

cmを測る。全面に LRの縄文が施文され、底面には網代痕を残す。色調は内面暗褐色、外面茶

褐色を呈し、内面には炭化物が付着している。 3は底部から直線的に開き、 口縁部で内彎ぎみ

になる浅鉢で、推定口径41.2cm、推定底径15.8cm、推定器高14.8cmを測る。 3a・3b・3c・3dは
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3の拓影である。文様は口縁部に 3条の半隆起線が横走し、最上部の半隆起線には爪形文が施

される。胴部の無文地上には、

が施されたり (3b・3d)する。

ロ緑部から半隆起線が垂下したり (3a・3c)、曲線状の半隆起線

したかって、胴部の文様構成は a+b+a'+b'の 2単位と推定さ

れる。色調は内外面共灰褐色を呈し、外面の一部に煤の付着が認められる。 10は深鉢の頸部破

片である。 弱い縄文地上に 3条の半隆起線が横走し、 1本には爪形文が施され、 その下には沈

線が巡っている。色調は内外面共灰褐色を呈する。 11は深鉢の頸部破片で、 3条の半隆起線が

横走し、半隆起線の上には右下がりの沈線状の刻目か施される。色調は内外面共明椙色を呈し、
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胎土には砂が多く含まれている。 12は深鉢の口縁部破片である。爪形文を持つ隆帯で区画され、

その区画内には半歓竹管の平行沈線が縦位に施され、その上下には 2条ずつ横位の平行沈線が

施される。区画内の左下隅には、小突起か貼付された痕跡が認められる。色調は内外面共褐色

を呈し、外面にば煤が付着する。胎土には砂が多く含まれている。 13はキャリパー形深鉢のロ

縁部破片である。半載竹管の横位平行沈線が 3条施され、その下は縦位沈線で満たされている。

また、突起が貼付され、突起上には沈線が施される。色調は内外面共椙色を呈し、外面には煤

が付着する。 14はキャリパー形深鉢の口縁部破片である。 13と同様に半歓竹管の横位平行沈線

が 1条施され、その下部は縦位沈線で満たされている。口唇部には太い枯土紐が突起として「の」

字状に貼付されている。その突起の外面には、細い沈線か施されている。色調は内外共明褐色

を呈し、胎土には径 1mm前後の砂が多く含まれている。外面の一部には煤が付着する。 15・16

は深鉢の胴部破片で、隆帯が横位に 1条貼付され、半隆起線の曲直線が施文されている。色調

は15が外面褐色、内面暗褐色、 16が外面明褐色、内面暗褐色を呈している。 15の外面には煤が

付着し、胎上には砂が多く含まれている。 17はキャリパー形深鉢と推定される頸部破片である。

半隆起線が縦位に満たされ、その下には横位に 2条施文されている。色調は内外面共明褐色を

呈している。外面には煤が付着している。胎上には 1-2 mmの砂が多く含まれている。 18は深

鉢の頸部破片である。蓮華文の一部と思われる縦位平行沈線が施され、その下には 3条の半隆

起線が施されている。色調は外面暗褐色、内面灰褐色を呈している。外面の一部には煤が付着

している。 19は口緑が緩く内彎することから、キャリパー形深鉢と推定される口縁部破片であ

る。口唇部は肥厚し、縄文地上に 1条の半隆起線が横走し、そこから沈線が垂下している。色

調は内外面共明褐色を呈している。胎土には径 1-2 mmの砂が多く含まれている。 22-24は深

鉢の胴部破片で、木目状撚糸文か施文されている。色調は22が外面橙色、内面暗褐色、 23が内

外面共明褐色、 24が内外面共褐色を呈している。いずれも胎土には、径 1-2 mmの砂が多く含

まれている。また、 23の外面には煤が付着している。

中期中葉（第26図20・21 図版16-20・21)

20は頸部がくびれ胴部の張る深鉢と推定される破片である。無文地上に隆帯が横走し、指頭

圧痕が施される。色調は内外面共茶褐色を呈し、胎土には雲母と砂が多く含まれている。 21は

深鉢の胴部破片で、平行沈線文が施されている。色調は内外面共明褐色を呈し、内面の一部に

は炭化物が付着する。胎土には砂が多く含まれている。

後期前葉（第26図25・26 図版16-25・26)

25は頸部が緩く〈びれると思われる深鉢の破片で、弧状の沈線と円形刺突が施され、下位に

は2条の沈線が横走する。色調は内外面共明褐色を呈する。 26は深鉢の口緑部破片で、無文地

上に 1条の沈線が横走する。色調は外面茶褐色、内面明褐色を呈する。 25・26の外面には煤が

付着する。胎土には径 1-2 mmの砂が多く含まれ、薄手のつくりである。
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その他の縄文土器（第26図27-30 図版16-27-30)

27は深鉢の口縁部破片で、無節の縄文が施されている。色調は外面暗褐色、内面褐色を呈し、

胎土には径 1-2 111111の砂が多く含まれている。 28は深鉢の底部破片で、推定底径13.0cmを測り、

多条縄文が縦方向に施されている。色調は外面揺色、 内面明掲色を呈し、胎土には径 1-2111111

の砂が多く含まれている。 29・30は深鉢の胴部破片で、 29は胴部の張ったものである。 29はL

Rの縄文か施され、30は無文で、色調はどち らも外面明褐色、内面灰褐色を呈する。

以上、時期別に概略を記述した。それぞれの時期について、 4は前期後半の諸磯 a式に、 5

-9は前期末葉の鍋屋町II式、北陸地方の福浦上層式に、 10・12-14・17は中期初頭の剣野E

式、北陸地方の新保式に、 1 -3・11・15・16・18・19・ 22-24は中期前葉で北陸地方の新崎

式に、 25・26は後期前葉で北陸地方の気屋式に類以しており 、はほその頃の時期と思われる。

21は文様より中期中葉と推定される。 20は胎土、 文様より中期中葉と考えたが明確でない。

27-30は時期不明であるが、岩野下遺跡の出土土器が前期末葉から中期前葉が主体である こと

から、ほぼその頃の時期と考えられる ものであろう。

B. 石器・石器類等（第27-29図図版16・17)

出土した石器 ・石器類等の内訳は、 磨製石斧 9点、磨製石斧未製品 4点、打製石斧10点、ニ

次加工のある剥片石器 2点、石錘 2点、磨石 3点、敲石 1点、凹石 1点、翡翠原石 1点、映状

耳飾 り1点、垂玉 1点、石鏃未製品 1点、その他の石製品3点、剥片35点、焼石27点の計101点

である。出士位置は縄文時代と推定される遺構からの出士がなく、遺跡全体から散漫に出士し

ている。以下、概略を説明する。

磨製石斧（第27図 1-9 図版16-16-38・ 図版17-1)

小型磨製石斧 3点が含まれている。よ 〈研磨されている もの (1・4-9) と粗雑な研磨で

打痕を残しながら完成品として使用 されたと思われるもの (2・3)がある。基部を観察する

と側面と主面との間に稜を持ち、断面形が隅丸長方形のもの (1-3・5・7・8) と側面 を丸

く研磨し、断面形が楕円形のもの (4)かある。また、基端がよ〈研磨され薄くなっているも

の (2・4)がある。刃部を観察すると平面形が丸刃のも の (2・5-7・9)、平刃のもの (8)

があり、 1は丸刃であったと思われる。刃部断面形は両刃のもの (1・5-7) と片刃のもの

(2・8・9)がある。 2・8は刃部から基部にかけて挟れており、側面形は彎曲している。

7は使用による擦痕が認められる。石材は蛇紋岩 (1・2・4-9)であり、 3は不明である。

完成品の重さは 1が170g、 2が173g、 8が14gである。

磨製石斧未製品（第27図10-13 図版17-2-5)

いずれも、礫の一部を打ち欠いただけで、自然面を多 く残 しているもの (11-13)である。

10は剥片に調整が加えられているが、風化のため詳細は不明である。 11・13は扁平な礫を、 12

は棒状の礫を材料としている。石材は蛇紋岩 (11-13)であり、 10は不明である。
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打製石斧（第27図14・15 第28図16-22 図版17-6・7 図版17-8-14)

平面形の形態から、撥形 (14-19)、短冊形 (20-22)がある。表裏面を観察すると片面に自

然面を残すもの (14-17・19・20・22)、自然面を残さないもの (18・21)がある。刃部の調整

は素材の形状を生かし細かな調整を加えてないもの (14-17・22)、細かな調整を加えたもの

(20・21)がある。 18は器面が風化のため不明である。 22は基部の一部が欠損しているが、出

土した打製石斧の中では大型と推定される。石材は砂岩 (15・18-20)、硬質砂岩 (17)、粘板

岩 (21)、石英粗面岩 (14・16)であり、 22は角閃石安山岩と思われる。完形品の重さは14が320

g、15は186g、16が260g、17が89g、18が55g、20が215g、21が74gである。

二次加工のある剥片石器（第28図23 図版17-15)

厚手の剥片の一部に細かい調整が加えられている。刃部と思われる部分には使用による磨減

が認められる。石質は硬質砂岩であり、重さは310gである。

石錘 （第28図24・25 図版17-16・17)

24は扁平で楕円形の礫に、 25は扁平で円形の礫の両端に剥離を加えたもので、表裏面に多く

の自然面を残している。石材は24が砂岩、 25が角閃石安山岩であり、重さは24が310g、25が340

gである。

敲石（第29図26 図版17-18)

一部分のみ残存するもので、先端部に敲打痕が認められる。石材は砂岩である。

磨石（第29図27-29 図版17-19-21)

27は扁平で楕円形の礫、 28は扁平で円形の礫、 29は球形に近い礫である。磨り痕は27が側面

に、 28が表面に、 29は全面に認められる。 27は表面に小さな凹みも認められ、凹石と兼用であ

ったと思われる。石材は27が角閃石安山岩、 28が石英安山岩、 29が安山岩である。重さは27が

530 g、28が705g、29が550gである。

凹石（第29図30 図版17-22)

扁平で楕円形の礫の表裏面に小さな凹みが認められる。石材は角閃石安山岩で、重さは370g 

である。

翡翠原石（第29図34 図版17-25)

璽さ435gで、表面の一部に荒れた面があり、荒れた面は敲打によるものか、風化によるもの

か明確でない。

訣状耳飾り（第29図35 図版17-26)

切目部分の破片であ り、平面形は円環状と推定され、断面形は丸みをおびる。孔側の長さは
（註）

7.2mm、切目の長さは5.7mmを測り、型式率は0.79である。石材は黒色の滑石である。

（註） 型式率は切目の長さ＋孔側の長さで求められ、型式率で編年を試みている論文もあるため記述し

た（藤田 1983)。

- 33 -



2
 

こ 10

□ 5 

三 11

ハ

13

/
[
-

',
f・,
・‘

□

・,̀

 

14 

゜
IQcm 

第27図石器 (l)

- 34 -― 



' 
19 

~ 

~ クV

□□三こ
22 

ロ`ニ
16 

口

ご
24 ~ 25 
゜

第28図 石器 (2)

- 35 -



'・. 

- . - "-<-( 

----------27 

□ 26 

｀ぷ・；ゞ・ベニ-- 、- ---- 29 

y ~ .~ . 
I 

゜
30 

>~'
゜

IQcm 
34 

゜35 
~~{) 
こ 37

36 

゜
5 cm 

第29図 石器 (3)

- 36 -



垂玉（第29図36 図版17-27)

一部欠損している。板状の剥片に研磨が加えられているが、表裏面の研磨面は粗雑で、剥離

痕が多く残っている。上部の中央には径4.0mmの小孔か穿たれている。石質は灰白色の蛇紋岩で

あり、重さ 5gである。

石鋳未製品（第29図37 図版17-28)

縦形の剥片の両側縁に沿って細かな調整が加えられ、基部付近で対をなすように挟りが入れ

られている。石錐とも思われたが先端の尖りや調整かないことから、石鏃未製品とした。しか

し、断定はできない。石質は鉄石英で、重さは 3gである。

その他の石製品（第29図31-33 図版17-23・24)

31は面と面の間に稜があり、器面がよく研磨され、三角柱状を呈する石製品である。石材は

緑灰色の珪岩であり、重さは380gである。 32は側面に粗雑な研磨が認められ、表裏に自然面を

残している。石材は灰褐色の滑石で、童さは15gである。 33は磨製石斧の刃部の転用品と思わ

れるもので、基部欠損後、破損部の一部に研磨を加えている。石材は暗赤褐色の蛇紋岩であり、

重さは115gである。 32・33は玉類の未製品と思われる。しかし、断定はできない。

2. 古代

本遺跡で出土した古代の遺物は須恵器、土師器が主体をなし、他に灰釉陶器、土製品、鉄製

品がある。須恵器や土師器の中には、墨書土器、転用硯及び刻書土器も含まれている。遺物の

90%以上は旧流路より出土したものである。遺物量はコンテナで約20箱を数える。このうち、

須恵器と土師器は 1: 4の割合である。灰釉陶器は20点出土している。主な遺構からの出土土

器は土師器が主体を占めている。ここでは、遺構出土土器の中でも良好な一括出土の土器を最

初に説明し、その後に他の遺構出土のものについて説明を加える。遺構外出土上器のうち、須

恵器は旧流路より出土したものが大部分を占める。遺構外出土土器は比較的遺存度の高いもの

や、稜椀や短頸壺、鉄鉢型土器のように周辺の遺跡でも出土量の少ない遺物などを中心に図示

した。

須恵器 今回の調査で出士した土器の器種は様々であるが、杯蓋・杯・稜椀などの供膳形態

が100個体以上を占め、その他に、甕・壺・瓶・鉢類などの貯蔵形態か40個体以上出土している。

杯蓋や杯については、法量によって次のように細分した。尚、本遺跡では、壺蓋は出土して

いないので、杯蓋を「蓋」と呼ぶことにする。

蓋 蓋は口径の大きさによって、次の 3種に分類した。

（口径12cm前後）
< II 

〔第32図71・79・80など〕

（口径13-16cm)

〔第32図61-65・

72-76・81-83など〕

< III 
（口径16.2cm以上）

〔第32図66-68・77・78

など〕

また、蓋は形態によっても、当遺跡出土の傾向から 2つに分けられる。天井部が低く、水平
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に近いタイプと、天井部がやや高く、内彎ぎみに外下方にのび口縁部に至る タイプである。つ

まみは、前者は宝珠形、 後者は扁平な擬宝珠様のものが多い。口緑端部の断面は、どちらも三

角形を呈し、垂下しているのが大半を占める。

杯 高台を持つ有台杯と、それを持たない無台杯がある。身の深い、いわゆる「椀」と称さ

れるものは、出土していない。有台杯と無台杯は法量に よって次の3種に分けられる。

有台杯

I 器高 3cm前後 ） 
（口径11.8cm以下 （口怪12.1-14. 2cm) (口怪15.4cm以上）

< II 器高3. 7 -4 . 2cm < III 器高5.7cm以上

〔第32図84・90など〕 〔第32図85-89・106など〕 〔第32図96-99など〕

無台杯

（口径llcm前後） （口径12cm-13. 8cm) （口径14.2cm以上）
I < II <III 
〔第33図107-109・117〕 〔第33図110-115・118など〕 （第33図116・119など〕

有台杯の I・II・IIIは蓋の I・II・IIIに対応する可能性がある。

また、有台杯や無台杯の底部切り離し法は回転箆切りか主体を占め、回転糸切りはわずかし

か出土していない。須恵器の杯類は特にことわらない限り、底部は回転箆切りである。

土師器 供膳形態と煮沸形態がある。供膳形態では杯類か90%以上を 占める。煮沸形態では

甕が大半を占め他に鉢・鍋がある。杯は遺構よ り出土したものに、 遺存状態の良好なもの （第

30図SKl、SKl5、P240の出土土器など）か多い。遺構外出土のものは小破片で、磨減した

ものが多いため、図示できるも のは、少なかった。

土師器の場合、「杯」と「椀」の明確な基準がないため、 ここでは高台の付かない「杯」と、

それを付けた「椀」とに分類した。

杯 法量によって次の 3種に分けられる。底部の切り離し法はすべて回転糸切りで、大半は

無調整である。

（口径10.Scm以下） （口径11.2-13.Scm) (口径14cm以上）
I < II <III 

〔第30図22・25、第36図156など〕 〔第30図23-29・38-40、 〔第30図43、第36図

第36図157・ 158など〕 159・160など〕

杯の中では、杯IIが大部分を占める。

椀 底部から口縁部ま で揃ってい るのは、 1個体（第36図163)に過ぎないが、底部と体部の

一部が残存するものは、 87個体（第36図164-169など） 出土している。底部欠損しているもの

は、体部下半の立ち上がりや口縁部が外反していることなどから椀（第30図11・44) とした。

鉢 体部や口縁部が殆ど直線的に立ち上がるのを鉢（第30図8、第36図174)とした。平底で、

体部内外面を刷毛（棒状工具）で調整し、 口緑部内外面を横撫でし、ロクロを使用しない、い

わゆる「非ロ クロ土師器」である。

甕 奈良 • 平安期の甕には法量によ って大 ・中・小の 3器種に分類される例（坂井 1984) 
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によると、当遺跡では、口径20cm以上の大形の甕（第31図60、第36図172・173など）が主体を

なす。大形の甕は体部が長く丸底であり、中・小形の甕（第36図175) は、体部が短かく平底を

呈する。前者は体部下半に叩き目をもち、後者は底部回転糸切り無調整で、はかは両者ともロ

クロ撫で調整である。

鍋 体部のみ 1点検出されたが、細片のため図示でぎなかった。

以上、土師器の概要を記したが、中には箆や棒状工具などによる削り整形や刷毛などによる

撫で調整を施した椀又は鉢（第30図11、第36図171など）や甕（第36図176・177など）が若干量

出土している。これらはいずれも胎土に径 2mm前後の小礫を多く含み、色調はやや暗く、暗褐

色を呈する。また、古墳時代後期の所産と考えられる高坪（第36図178・179) も2個体出土し

ているが、挿図の関係上、本節で述べる。

A. 遺構出土土器（第30図、第31図図版18)

1) 竪穴住居出土土器（第30図 1-6) 

土師器の杯・椀、須恵器の甕、土錘（第40図 1)かある。図化したもの以外に、 土師器の杯・

甕片65点、縄文中期前半の土器 7点が出上している。

土師器

杯 (1-3・5) 杯II (1-3) と杯III(5) がある。体部内面のロクロ撫でが丁寧であ

る。 1は鼈の袖石の下より検出された。およそ1/6を欠損するだけで、ほぼ完形品に近いが、細

片化していた。体部はやや弧状のカーブを残しながら口縁部に至る。 2の体部は 1より直線状

に大きく開き、口縁部で少し外反している。 3の体部下半は欠損して不明であるが、体部の立

ち上がりは直線的である。

椀 (4) 底径4.3cmを測り、内面は黒色処理され磨かれている。高台は磨減している。

須恵器 甕 (6) 体部片で、外面格子状の叩き目、内面には薄く同心円の叩き目が残る。

2) SK 1出土土器（第30図22-29)

床面付近で、土師器のはぼ完形の杯 6個体と 1/3以上を残すもの 4個体が遺存良好の状態で検

出された。

土師器

（註）

杯 (22-29) 杯 Iに22が、杯IIに23-28がある。径高指数（器高＋口径XlOO) は31-38の

間である。 22-28の体部の立ち上がりは殆んど直線的で口緑部もやや内彎気味である。 22の内

外面はきれいに箆磨きが施されている。 22・25の底部は糸切り後、回転箆削り調整されている。

（註） 今池遺跡報告書（坂井 1984) による。
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24・25の口縁部内面下半にはロクロ撫でによって生じた稜が明瞭に残り、口縁部に近い程、薄

手の作りになっている。 24と28を除いて、内面の調整は丁寧である。体部外面はロクロ撫でが

全般に粗く、特に、 26は凹凸が顕著である。 22・23・27の底部の器厚は約0.7cmと厚く、 24-26

と28は底面中央部が薄くなっている。 28を除く全ての外面には濃淡の差はあるが、煤の付着が

認められる。 28の体部下半は黒変している所があるが、焼成時にできたものと思われる。内面

にも薄く煤が付着しているのは、 22と25の口縁部と 26と28の底部である。

3) S K12出土土器 （第30図30-35)

一括出土したもので、須恵器の蓋11個体、有台杯と無台杯各一個体、土師器の杯 6点が出土

している。

須恵器

蓋 (30-33) 30は蓋 Iで、他は蓋IIである。どれも天井が高く、つまみを欠いている。 30

は天井部水平で、体部から口縁部にかけてなだらかに弧を描きなから外下方に開く。端部は鋭

く屈折し、「く」の字状に外反しながら接地する。天井部外面は回転箆削り、他はロクロ撫で調

整である。体部外面はロクロ撫でによる凹凸がみられる。全体に薄いつくりで、特に端部が薄

くなっている。周縁の内外面に自然釉がかかり、無釉の部分との境から重ね焼きの痕と思われ

る。 33は天井部水平で、 31・32は天井部から体部にかけてやや弧状のカーブを残しながら体部

下半に達し、そこからやや水平にのび端部に至る。端部の屈折は少し内側に入り、 31と33は断

面三角形、 32は長方形を呈し、それぞれ外端接地する。 33は天井部外面が回転箆削り、他はロ

クロ撫で調整である。胎土には 1mm大の小礫を少量含むが皆精良である。

無台杯 (34) 無台杯IIである。底部は回転箆切りで、体部との境はゆる＜カーブしている。

体部はやや開きながら直線状に立ち上がる。ロクロ撫でにより、器面全体が滑らかである。

有台杯 (35) 口縁部・体部を欠くが、有台杯IIIと考えられる。高台は底部との接合面が細く

くびれ、外方に開きながら内端が接地している。接地面はロクロ撫でにより凹む。底部は箆切

り後ロクロ撫で調整が施されている。底部内面の仕上げは丁寧である。

4) S K15出土土器（第30図38-40)

土師器の杯のみでほぼ完形に近いものが 2個体、 1/2遺存するものが 1個体分、 一括で出土し

ている。

土師器

杯 (38-40) 3個体とも杯IIである。径高指数は38が26、39が30で口径の割に身が浅く、

40は39で口径も大きく、 身も深い。 38は体部の開きが大きく、体部外面下位で〈びれ、中位で

丸味をもつ。 39の体部下位も一部くびれ、立ち上がりは直線状に開くが、中位はロクロ撫でに

より凹む。両者とも遺存度は良好であるが、内外面とも仕上げは雑である。特に底部内面には
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ロクロ撫でによって生じた右回りの渦巻痕が残り凹凸している。 40の体部はやや内彎気味に立

ち上がる。内面の調整は丁寧である。

5) P 240出土土器（第30図41-46)

土師器の杯 3個体と細片25点、甕片 4点、須恵器の杯片 2点であるが、図化できたのは土師

器の杯・椀 ．甕である。

土師器

杯 (41~43) 杯II (41・42)と杯III(43)に分けられる。径高指数はそれぞれ34、38、31

で、体部はやや内彎しながら立ち上がる。器面の仕上げは内外面とも丁寧で、特に内面はきれ

いである。

椀 (44・45) 44は口径で15.8cmで、底部は欠損している。身が深く、体部から口縁部にか

けてやや丸味を帯びて大きく開き、口縁部で小さ く外反している。 45は底径 7cmを測り、高台

は外側に開いている。 内面は黒色処理されている。両者とも入念に調整され、焼成は良好であ

る。

甕 (46) 体部片のみで、外面に格子状の叩き目、内面は滑らかでわずかな凹みがみられる。

6) 掘立柱建物出土土器（第30図 7-15) 

遺物は 7棟のうち 5棟で検出されたが、一部の柱穴でしか出土していない。 7・8はSB1 

の柱穴 1 (第 8図）より、 13-15はSB3の柱穴 5 (第12図）より、 9・ 10はSB5の柱穴 7

より、 11は柱穴 4より、 12は柱穴 9 (第15図）より検出された。土師器の杯・椀．鉢・壺と須

恵器の杯・甕である。

土師器

杯 (10・13) 10は杯IIで、径高指数は33である。体部は丸味を帯びて立ち上がり、内外面

とも入念な仕上がりである。 13は磨耗が著し く、底部の1/3強を残すのみである。

椀 (11) 底部欠損し、口縁部、体部で遺存度1/8程度である。口縁部は薄くつくられ、やや

外反させている。口径12.4cmで、体部は大き く内彎しながら立ち上がる。器面は剥落して不明

であるが、体部は箆削り整形したものと思われる。

鉢 (8) 体部内面に横方向、外面に縦方向の刷毛目か施され、口縁部は横撫でにより磨消

されている。整形技法は遺構出土の甕 （第36図174)に類似する。 口径は14.8cmで、体部はやや

内彎させながらわずかに開いている。口縁部は薄 く作られ、小さく外反させている。外面には

薄く煤状のものが付着している。

壺 (7) 底径8.6cmを測り、底部の器厚は体部の 2倍近い厚さになるものと推定される。体

部の立ち上がりは直線状に大きく開く。古墳時代後期の壺と考えられる。胎土は径約 2mmの小

礫を多〈含み、また細砂粒も多いため器面は粗 くなっている。焼成は軟質でもろくなっている。
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須恵器

杯 (9) 底部欠損しているが、無台の杯IIと考えられる。

甕 (12・14・15) 12は体部片で、薄い作りの割に堅緻である。外面に格子文、内面には平

行や斜行状の文様が付され、同一個体で違う部位の破片には同心円文の上に平行文が施されて

いる。 14の外面には斜行文が施され、内面は無文である。 15は外面に斜格子文、内面に同心円

文が見られる。

7) SB 5遺構内焼土中出土土器（第30図16-21)

いずれも土師器の杯IIで、焼土 3の下部面より出土している。遺存状況は全般に良くない。

土師器

杯 (16-21) 16の径高指数は34である。底部より体部下位にかけて腰が張り、そのまま直

線状に立ち上がる。内外面には炭化物と思われるものが飛沫状に付着している。 17は口縁部と

体部の1/6弱遺存している。体部中位の内面にはロクロ撫での稜が見られる。18は口縁部のみで、

やや外反気味に立ち上がり、厚手のつくりである。 16・17・21の器面は黒味がかっているが、

二次焼成によるものと思われる。

8) その他の遺構出上土器（第30図36・37・47-52、第31図53-60)

出土遺物の量は少なく、遺存状態も良くないため、図示できたものはわずかである。遺構は

それぞれ違うが、ここでは一括して器種ごとに説明することにする。 37と60の土師器の甕を除

き、他は須恵器と上師器の杯類である。

須恵器（第30図47、第31図53-55)

無台杯 (47・53-55) 杯 I(54) と杯II (55) と杯III(47・53)がある。どれも薄手の作

りで、ロクロ撫で調整により仕上げは丁寧である。 47は底部と体部の一部を遺存し、内面には

煤状のものが付着して

いる。 SB5遺構内の

P240と接する P308の

出土である。 53・54は

有台杯とも考えられ

る。 55の底部内面には

ロクロ撫でによる稜が

渦巻き状に残り、内面

全体が入念なロクロ撫

で調整により平滑に仕

上げられている。体部
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は底部より外上方に直線状に大きく開き、口縁部でやや外反させている。 53はP22、54はP264、

55はPll5より出土している。

土師器 （第30図36・48-52、第31図56-66)

杯 (36・48-52・56-59) どれも細片で磨滅しているが、口緑部の残る51は杯III、52は杯 I

である。 体部下位で腰の張るタイプと考えられる。51・52は体部上位でやや外反しながら立ち

上がる。 50は底部よ りほぼ直線状に開き、内面には ロクロ撫での凹凸が残る。焼成は軟質でも

ろくなっ ている。 36・56-59の体部の立ち上かりは細片で不明であるが、入念にロク ロ撫で調

整されている。 59の内外面はロクロ撫で後、丁寧に磨かれている。煤は51の内面の一部と52の

外面、50の両面に付着している。 36はSK5、48・49はP215、50はP216、51・52は焼土 1、

56はP265、57はP274、58・59はSD1より出上 して いる。

鉢 (37) 底径7.2cmで、 174(第36図）の底径より 小さ い。 内面は棒状工具による刷毛目痕

が残り、 凹凸している。外面全体の仕上げは不良で、表面が一部剥落している。内面全体に厚

＜煤か付着している。 SK7出土である。

甕 (60)底部と体部の大半が欠損するが、 大形の甕と考えられる。口径は22.6cmを測る。体

部より口縁部にかけて 「く」の字に曲がり、口緑部の断面は少 し内側に傾くようにつまみあげ

られてい る。器面剥落しているが、口縁部内面にはロク ロ撫で痕か残る。外面の一部に煤が付

着してい る。 P263出土である。

B. 遺構外出土土器（第32-36図図版19-21)

遺構外出土土器の90%以上は旧流路付近よ り出土したもので、他は西側の段丘より出土して

いる。 土器は須恵器、土師器、灰釉陶器である。須恵器には蓋．杯・壺・瓶・鉢・甕等があり、

旧流路より 1,422点、段丘より 552点出土している。土師器は細片で不分明なものが多い。器種

は杯 ・椀・高杯 ・鍋などである。旧流路より 7,706点、段丘より 585点出上している。須恵器と

土師器は器種ごとに述べ、その後に墨書土器、 転用硯及び刻書土器、次に灰釉陶器を述べる。

1) 須恵器（第32図-35図図版19-21)

蓋 （第32図61-83) 蓋は530点出土しているか、その うち図示できたものが24個体である。

66と68は完形、 64もほぼ完形で、 61・62・74・ 81は1/2以上遺存する。蓋の成形技法は杯と同一

と考えられるが、天井部外面は箆削りやロ クロ撫でに より、切り離し法の不明のものが多い。

回転箆切り痕がみられるのは61・62・65・69・ 74・75・78・79の8個体である。 76はつまみの

接合部を浅くえぐり込んで貼り付けたと思われる痕が渦巻状に残っている。 61・63・75の内面

はロク ロ撫でにより凹凸しているが、他は平滑に仕上げられている。蓋 Iには71・79・80があ

り、蓋IIには61-65・69・70・75・76・ 81-83があり 、蓋IIIには66-68・77・78がある。 72-74

は口縁部欠損 しているが、蓋IIと考えられる。 61-69は天井部が低く、比較的平担を呈し、他
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は天井部が高く体部で屈折しながら開いている。つまみの形態は61-68が宝珠形、 70・72・73

は中心部が低く、その周縁部が凹む擬宝珠様を呈する。 71と74は平担で、 69は中心部が凹む。

口縁端部の屈折した断面は三角形を呈し、垂下するが、 66・67・75・76・81・83の端部は外反

している。 63・65・69・77・78・82の屈折部分の断面は、長方形を呈し、 63・65は外端接地し、

69・77・78・82は丸くつくられている。 61の外面はつまみ周縁部が低く天井部から体部にかけ

て徐々に高くなり、そのまま屈折し、口縁部に至る。内面はほぼ水平で、歴折部分の器厚が一

番厚くなっている。 64・68・70も同様の形態を呈し、内外面の仕上げは入念なロクロ撫で調整

である。 62の内面は口縁部・体部をロクロ撫でし、天井部を不整方向に撫で調整している。 65・

68の内面も同手法で調整している。 62は特に平滑になっており、転用硯の可能性もある。 66・

67・71・7 4・76・81の体部中位の外面には、回転箆削り痕がみられる。他は皆入念なロクロ撫

で調整である。特に、 66の外面の回転箆削り痕は明瞭で、つまみ周縁部から口縁部にかけてみ

られる。 65と82の天井部外面には箆削り痕が残る。 69の内面中央部には刻線が 1本直線状に走

っている。 68の天井部外面には 2条の、 78は天井部と体部に 2条ずつ 4本の沈線がめぐり、金

属器の模作と考えられる。 61・64・70・76・79・81・83の外面には暗灰色、 77の外面には黄緑

色、 80の内面には緑色の釉かかかる。 64・77の釉は飛沫状に剌落している。 70・76・81は自然

釉のかかり具合から、重ね焼ぎした痕がうかがえる。 66は釉ではないが、天井部外面の一部が

凹み、歪んでいることから、重ね焼きの痕が確認できる。 77・78・82の内面の一部には、煤か

墨状のものか付着している。

有台杯 （第32図84-106) 有台杯 Iには84・90-95があり、有台杯IIには85-89・106があ

り、有台杯IIIには96-99がある。径高指数は84・86・91-94・106が31-35で杯IIIが35-39と深

い。 85・87-89・95は27-29とやや深く、 90は50と最も深い。底部内面は蓋と同様にロクロ撫

でが丁寧である。不整方向の撫でを加えて整形しているのは、 96・97・99・101・103・106であ

る。底部回転箆切りとわかるのは、 84・87-90・94・99・100・102である。回転糸切りは104・

105の 2個体で、底部中央部に糸切り痕が残り、その周縁部はロクロ撫で調整である 。他の有台

杯も貼り付け高台である。 84・87-89・91の高台は内傾し、内端接地する。底部と体部の境が

不明瞭なのは84・86・101・102・106である。 84は特に底部より体部にかけて大きく開ぎ、体部

中位で稜をなし、上半が強〈外反し稜椀の模作と考えられる。他に口縁部が外反するのは

85-88・96・97で、口縁部で小さく外反するのは90・91・93である。体部の内外面は皆入念に

ロクロ撫でされ、器面は滑らかである。特に106は器面の仕上げが良好である。体部は高台から

ほぼ真っ直ぐ斜め上方に開き、高台は垂下している。外面全体に青灰色の釉がかかる。 96の体

部外面中位には、 一本の沈線がめぐり、金属器の佐波里椀を模倣したものと思われる。 84・90・

97の体部外面には自然釉がかかる。

無台杯（第33図107-124) 無台杯 Iには107-109と117が、無台杯IIには110-115と118が、

無台杯IIIには116と119がある。身は有台杯より一般に浅く、径高指数ではやや身の深い30前後
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の107-109と114が、 25前後の110-113と115・118が、 20前後の最も身の浅い116と117がある。

無台杯は有台杯と比べて軟質なものが多く、遺存度は良くない。有台杯と同じく、体部や底部

内面はロクロ撫でが丁寧である。底部外面の切り離し法は120の糸切りを除き、すべて箆切りで

ある。 107・110・111・124の底部外面の一部に一定方向の刻線が見られ、 111の底部は窯の刻印

とも考えられる。 121は箆切り未調整で、器面が粗くなっている。底部内面か凹むのは107-111・

114・115で107は底部外面も凹み器形全体に歪みがみられる。 111・120-124を除き、底部と体

部との境は緩やかなカーブになっており、特に107-110・113-115は丸味がある。体部の立ち

上がりは117-119など、薄手の作りの方が大ぎく開いている。 108・111・115の体部中位の外面

には自然釉による重ね焼きの痕か残る。 112の底部外面の中央部に漆状のものが付着している。

稜椀 (125) 口径17.4cmで底部は欠損しているが、器高は7.5cm前後と考えられる。内外面

ともロクロ撫でが丁寧で、稜の下には浅い沈線がめぐる。焼成は良好で、内面は白灰色・外面

は灰色を呈する。

小形壺 (126-129) 126は丸底で底部に箆切り痕か残る。最大径7.6cmを測る。 127は頸部を

欠き、体部の最大径9.8cm、底径5.4cmを測る。 128は体部のみ残存し体部の最大径は11.4cmを測

る。 129は体部上半を欠き、底径は7.6cmを測る。 3個体とも小形壺と考えられる。 127は底部回

転箆切りで、高台は外下方に開き内端接地する。ロクロ撫でにより高台の貼り付け部と接地面

の中央かくばむ。体部の屈折部より少し上位には沈線がめぐる。体部の内外面はロクロ撫でが

丁寧で、内面には火ぶくれの痕が残る。 128の体部内面や、 129の体部と底部の内面にはロクロ

撫でによる凹凸がみられる。焼成は皆良好である。 127の体部外面と底部内面、 128の体部の屈

折部外面に自然釉かかかるか、剥落している。また、底部外面の一部には黒色の漆が付着して

いる。

短頸壺 (130) 口径7.4cm、体部の最大径は12.8cmを測る。体部下半を欠くが、内外面とも

ロクロ撫でが丁寧である。口縁部はほぼ直上し、体部はゆるやかに内彎する。体部外面に自然

釉がかかるが、蓋をつけて焼成されたものと考えられ、口縁部周辺は無釉になっている。

長頸壺 (134・135) 134は頸部を遺存し、口径11.8cmを測る。頸部より口緑部にかけて外傾

し、口縁端部はつままれ、そのまま垂直に立ち上がる。小形壺の口縁部とも考えられる。 135は

ロ縁上部を欠き体部上半をわずかに遺存している 。頸部は 口縁部までほぼ垂直に立ち上がる。

内面の頸部と体部の境目に、接合した後にできる粘土塊が垂れ下がっている。体部の器壁は薄

くなっている。両者とも、外面はロクロ撫でが丁寧で、内面はロクロ撫でによる凹凸がみられ

る。 134の内面、 135の外面に自然釉がかかっている。

瓶 (131-133) 131は口緑部と底部を欠き、体部の最大径は15.6cmを測る。入念なロクロ撫

でにより器面は滑らかであり、内面には自然釉がかかっている。体部上位の外面には 2本の沈

線がめぐる。 132は底部と体部の一部が遺存しているだけである。底径は10cmを測る。底部は回

転糸切り後、ロクロ撫で調整されている。体部外面と内面は丁寧なロクロ撫で調整により、器
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面は滑らかである。高台は外反し、外端接地する。色調は灰白色を呈し、焼成は良好である。

133は瓶か壺の高台部と考えられ、底径12.8cmと大きい。丁寧にロクロ撫で調整されている。高

台の外面は大きく外反し、中位で屈折し再び小さく外反する。高台内面はロクロ撫でにより内

彎し、高台部上半は厚く作られ、下半は断面三角形を呈する。

双耳瓶 (136・137) いずれも体部と底部の一部が残存するもので、底径はどちらも 15.6cm

を測る。体部外面は入念な箆削り調整により滑らかである。内面はロクロ撫で調整されている

が、粘上紐痕も見られ凹凸している。 136の体部下位内面には暗茶褐色の炭化物と思われるもの

が付着している。

鉢 (138・139) 138は体部下半を欠き、口径21.4cmを測る。器面は内外面ともロクロ撫でに

より、滑らかである。体部はやや丸味を持って立ち上がり、口縁部で外に折れ曲がり、「く」の

字を呈する。口縁端部は外面がほぼ直上するようにつままれている。 139も体部下半を欠き口径

25.6cmを測る。いわゆる、広口鉢と考えられる。体部は丸味を帯び、「く」の字状にくびれてロ

緑部に至り外反する。口縁部は丸味を呈しながら外傾している。体部外面に櫛目調整と推定さ

れる痕、口縁部内面には刷毛状工具によると思われる調整痕が残り、他はロクロ撫で調整であ

る。

鉄鉢型土器 (140) 口径19.2cm、推定器高は10.2cmを測る。尖底で、体部は内彎気味に立ち

上がり、口縁部で大き〈内傾させて口緑部は丸くつままれている。体部中位から下位にかけて

沈線がら旋状にめぐり、中位では 2本になり下位では 1本になっている。体部内面の上位から

ロ縁部にかけて櫛状工具による撫で調整、他はロクロ撫で調整により平滑に仕上げられている。

甕（第34図141-144、第35図147-155) 本遺跡から330点出土し、 141-144は口縁部や体部

上半の破片である。口径は141が31.2cmと大きく、 142は21.0cm、143は26.2cm、144は23.4cmを

測る。口縁部の傾きは多少違うが皆外反し、口縁端部は外側に突出している。 141・143の口縁

端部は突出した後、やや内傾しながら丸くつままれている。 142は外側に折れ曲かり、そのまま

丸くつままれている。 144は口縁部の外反が鋭〈、端部はほぼ平担で広く、内側にも少しとび出

している。 144の同一個体と考えられる体部上半の破片があり、その外面に格子、内面に同心円

の叩き目が見られる。口縁部は皆ロクロ撫で調整であるが、 141・142の外面が凹凸している他

は丁寧な仕上がりである。 143・144の内外面には自然釉がかかり、 144の外面は緑色を呈するが、

体部は殆んど剥落している。 147は口縁部を外側に折り曲げて上を平担にし、横は幅1.5cmの隆

帯をなす。その下に波状の櫛目痕が施されている。内面はロクロ撫で調整である。口径は小片

のため不明である。 148・149・155は体部上位と考えられ、外面に平行 (148・149)や格子 (155)、

内面に同心円状の叩き目痕が施されている。 149の内面には、口縁部と体部の接合の際にできた

粘土塊か貼り付いている。150-154は体部破片で、部位は不明である。叩き目は多様であるが、

第35図に挙げたのはその一例である。 150は外面、斜格子叩き目、内面同心円叩き目である。 151

は外面凹凸の少ない平行叩き目、内面同心円叩き目である。 152・153の外面は平行叩き目であ
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る。 152の内面は滑らかでわずかなくぼみが見られる。 153の内面は櫛状工具によると思われる

整形痕が残る。 154は外面斜格子叩き目、内面平行叩き目である。 147・ 151・152の外面には自

然釉がかかっている。 149がP265出土の他は、遺構外である。

横瓶 （第34図145・ 146 図版20・21) 145は口縁部を欠く。体部の端部を除〈外面には、平

行叩き目の後に端部まで達する細かいカキ目が施されている。内面は端部に粘土板の接合部を

残し、その周辺がロクロ撫でされ、端部を除いた部分はカキ目調整の後に同心円叩き目が施さ

れている。外面には自然釉のかかっている部分と無釉の部分があり、重ね焼きの痕と考えられ

る。内面には一部に緑色の釉か飛沫状にみられ、剥落している所もある。 146は、口縁部の一部

.. :s・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・1 
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第34図 遺構外出土土器(3)
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と体部上半が遺存し、口緑部の〈びれの径は9.4cmを測る。体部外面には凹凸の少ない平行叩き

目、その後に細かいカキ目が施され、最後に薄く自然釉がかかっているため、痕跡は明確では

ない。内面には同心円の叩き目が施されている。内面にも釉かかかっている。

2) 土師器（第36図156-179 図版21)

土師器は器形不明の細片も多く、約8,300点を数える。そのうち内面黒色処理されたもの（殆

ど椀で暗文 2個体分を含む） 30個体を数える。器種には杯・椀・鉢．甕が殆どで、図示できた

ものは須恵器に比べて少ない。

杯 (156-162)

杯 Iには156、杯IIIには160、他は杯IIである。径高指数は156が30、157が36、158が35でやや

深く、 159・160が28でやや浅い。 156-161は磨耗著しく、調整や成形技法については158-161

の底部回転糸切りの他は不明である 。底部からの立ち上がりは、 156・158・159・161が、体部

中位で少しカーブさせ、他は直線状になっているのに対して、 157・160・162は底部から口縁部

まで全体が内彎気味に立ち上がる。特に157は、底部と体部の境周辺を丸くし、器面も滑らかで

150 
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ある。内面には油煙状の炭化物が付着し、灯明皿として使用されたものと思われる。 161・162

の体部はロクロ撫で調整である。 162の底部は厚く作られ、回転糸切り無調整である。161の底

部外面、 162の内外面には煤が付着している。

椀 (163-171) 全体の器形がわかるのは 1個体しかない。 163は口径15.2cm、底径（高台の

径）は7cm、器高は5.9cmを測るが器面は磨滅している。高台の断面は三角形を呈し、外にやや

直線状に開き、端部は丸くつままれている。高台の内面は浅くなっている。体部は内側にカー

ブしなから外上方に立ち上がり、 口縁部で小さく外反している。端部は薄い作りになっている。

164-169は底部破片 （底径は5.0-9.8cmを測り、大小に差がある） で、高台の断面は皆三角形

を呈するが、 164・ 165は内彎、 169は外反、 166-168は直線状に外下方に開いている。 164・165

の体部下位にはロクロ撫での痕があり高台の内面は浅くなっている。 167は内面黒色処理され、
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暗文が底部を中心に放射状に見られる。底部外面はロクロ撫で調整が施されている。 168の底部

には回転糸切り痕がみられ、高台の貼り付け痕も顕著である。底部内外面の一部には、黒色の

炭化物と暗赤褐色の付着物がみられる。 170・171は底部を欠いているが、高台のつかない杯か

鉢とも考えられる。胎士にはどちらも小陛が混入している。 170は全体に歪んでいるが、推定ロ

径は10.8cmを測る。体部の立ち上がりは、今までの杯や椀に比べてやや急である。口縁端部は

厚〈仕上げられ、断面円形を呈する。内外面とも横撫での痕が残る。内面には油煙が付着し、

灯明皿に使われたものと思われる。171は口径14.6cmを測る。体部下位から外上方に立ち上がり、

中位で直上し口縁部で外反している。端部は丸くつままれている。体部中位の外面には、刷毛

状のエ具による横撫で痕が残る。内面には、煤状のものが広がっている。

鉢 (174・176・177) 平底で、体部や口縁部は円筒形を呈し、口縁部、体部は棒状工具によ

る平行条線が、外面は縦、内面は横に施されている点が特徴である。 174は口径14.0cm、器烏19.2

cm、底径9.0cmを測り、 2/3程度遺存している。棒状工具によるカキ目は、体部外面を縦に掻い

た後に、口縁部を斜か横に掻き最後に端部を丸くつまんでいる。内面は横行させているが、下

から上に掻いている。底部の内外面や体部下位は撫で調整である。 176・177は底部片で、体部

下位の外面には174より細かい棒状工具による刷毛目痕が残る。 176には底部と体部の接合痕が

残る。 176・177の胎土には小礫が多く含まれている。 177の底部外面の周縁部には二次焼成時の

煤が器面を黒変させている。

甕 (172・173・175) 172・173は体部や底部を欠くが、いわゆる長胴、丸底の大形甕で、体

部上位から口縁部にかけて「〈」の字状にくびれそのまま外反している。 172は口径21.4cmを測

り、口縁部は直線状に開き、端部で内側に屈折し丸くつままれている。口縁部外面を厚くし、

端部で薄い作りになっている。内外面とも入念にロクロ撫でされている。外面は煤で黒変して

いる。 173は口径26.2cmを測る。器壁は端部にいく程厚くなっている。端部は断面が丸く調整さ

れている。内外面丁寧にロクロ撫でされている。 175は底径8.0cmを測る。底部は回転糸切りで、

体部下位の外面と底部内面はロクロ撫でによる凹凸がみられる。中形の甕の底部と考えられる。

内外面に煤が付着している。皆、焼成が良好である。

高杯 (178・179) 高杯は奈良• 平安時代の遺物ではないが、紙面の都合上ここに載せてお

く。どちらも脚部だけの残存である。 178は底径9.2cm、現存の高さは6.1cmを測る。 179は脚部

とその上は杯の底部が遺存している。底径5.4cm、現存の高さは5.4cmを測る。器面は剥落し、

胎土にはどちらも小礫を多く含み粗くなっている。

3) 墨書土器（第37図図版21・22-15-21)

本遺跡から墨書土器は総数12点出士し、その内訳は須恵器の無台杯10点と土師器の杯 2点で

ある。墨書の位置としては、体部に書かれているのが 7点、底部には 5点である。注目される

のは 2・3・5・6のように同一文字と考えられるものや、 1のように「木」と明確に読める
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ものがある。

須恵器 (1-6) 1は径高指数が20で、第33図の116と同一個体とも考えられる。墨書は底

部外面の中央に、しっかりとやや大きく書かれている。「木」の 2画目の上部が上に伸びており、

下ははねている。三画目の最後を短かくはね気味にし、四画目を長くはらっている。 2・3・

5も無台杯の底部破片である。皆薄手に造られ底部は回転箆切りとなっている。 6は口縁部の

破片である。墨書はいずれも外面に書かれて いる。 5の墨書は、底部周辺部にカタカナの「夕」

が 2つ重なったような「多」と書かれており、 「郷」の偏「夕」 とも考え られるが、帝の方が他

のどの墨書土器片にも見当らない。独立した一字と考えると「多」ともなるが、夕が縦に重な

ってい る点が不可解である。

土師器 (7・8) 7は杯の口縁部であるが小片のため口径は不明である。 比較的薄 く作ら

れ、外面にはロクロ撫でによる稜がみられる 。口緑部内面はややふくらみ、端部で薄くつまま

れている。外面に墨書の一部があるが、文字は不明である。 8は底径 6cmを測り、底部に回転

糸切り痕が残る。ロクロ撫でにより器面は滑らかになっている。墨書は体部中位に横書きで「舟」

（三十ヵ） と書かれている。 7は竪穴住居出土、 8はlOGグリッド表採である。他は旧流路よ

り出土している。

4) 刻書土器及び転用硯（第38図 図版22-4・5)

転用硯と 思われるものが 2個体あり 、ともに旧流路出上であ る。底部外面には刻書と引 っ掻

きの痕か見られる。いずれも、須恵器の有台杯の底部破片である。底部は同転箆切りである。

1は底径9.2cmを測る。器面は滑らかで、内面の凹みの一部にロクロ撫での痕が見られるが、他

は丁寧な撫で調整か研磨により消えている 。体部の割れ口は、人為的に高台に沿って二次加工

したことを物語っている。高台は外反してお り、接地面は外に突出した分だけ広くなっている。

高台内面はほぼ直角に削られている。体部外面に青灰色の釉がかかる。内面は平滑になってお

1 Qom 

第37図 墨書土器
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り、小さな凹みの一部には、墨と思われるものかみられる。底部外面中央には、鋭い金属器の

ようなもので「 X」の刻印があり、窯印かと思われる。 2は底径 9cmを測り、底部中央部が低

〈そのまま彎曲しながら、体部の立ち上がりにつながっている。体部下位の内外面や底部の高

台内付近にはロクロ撫での痕が残る。底部内面には不整方向の撫で痕がみられ、滑らかになっ

ている。一部が黒ずんでいる。高台は 1より外に大きく開き、中位外面に小さな稜がみられ、

内端接地してい る。高台内面は内彎している。所々高台内面の接地面が突出していて、高台の

仕上げは良くない。底部外面には、二重の同心円状に引っ掻き痕が見られる。時計回りのロク

ロ回転に対して、反対方向から斜めに鋭利なもので刺したものと思われる。

5) 灰釉陶器（第39図図版22-1-3) 

本遺跡から20点（確認調査で 1点検出されたのも含む）出士している。器種としては椀が 6

点、皿が 5点、段皿が 1点、長頸瓶が 1点、その他不明の体部片が 8点である。細片が多く、

図示できたのは 5個体に過ぎない。胎土、色調、釉などそれぞれ異なる。

長頸瓶 (1) 口緑部の破片で、口径13.2cmを測る。頸部から口緑部にかけてラッパ状に開

いた後、端部を上下に突出させ、外側に隆帯状にめぐっている。端部の外側を小さく外反させ

ながら、徐々に薄くなり、端部は丸くつままれている。口縁外面にロクロ撫での痕が見られ、

他は灰釉が厚くかかっている。淡緑灰色の釉が漬け掛けされている。胎土は緻密であり、乳白

色を呈する。

椀 (2-4) 2-4は下半部の破片である。 2は底径（高台径） 8.3cmと比軽的大きい。形

態の特徴は高台が高く、斜め外下方に真っ直ぐ開く。外面の貼り付け部がくびれ、高台の器壁

は中位が一番厚くなり、接地面は丸くつままれている。底部から体部にかけての立ち上がりは

緩やかに彎曲してい

る。内外面とも入念な

ロクロ撫でにより器面

は滑らかである。胎土

は緻密であり灰白色を

呈する。刷毛塗りによ

り、上部外面乳白色、

内面淡緑灰色の施釉が

みられる。内面の底部

付近の釉は剥落してい

る。 3は底径6.7cmを測

る。高台は外に開き、

内面が内彎し、外面下

2
 

。
1 Dem 

第38図 刻書土器及び転用硯（スクリーントーンは磨り痕範囲を示す）
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端が内傾し、いわゆる断面は三日月形を呈する。体部の立ち上がり は2と同様に緩やかに彎曲

して いる。外面の高台上半部と体部下位は、回転箆削り調整で、他はロクロ撫で調整により仕

上げは良い。胎土は緻密であり、淡灰褐色を呈する。漬け掛けと思われる淡緑灰色の釉が、内

面に は見込みに一筋、外面には体部下位から流れて一部高台部まで達している。釉はおそらく

他例と同様、体部上半部に施釉されていたものと思われる。殆ど薄目で、淡黄褐色を呈してい

る。 4は底径が6.7cmを測ることや体部の立ち上が りの形態など 3に類似する。 高台の断面は三

日月形だが、外面中位の屈折部は、ロ クロ撫でにより滑 らかで内端接地する。 内外面全体に丁

寧にロ クロ撫で調整されている。胎土ははほ緻密で、灰色を呈する。上部内外面に刷毛塗りか

漬け掛けか不明であるが、灰白色と淡緑色の施釉がみられる。

段皿 (5) 下半部が遺存するもので、底径は6.1cmを測る。高台は低いが、幅が広く外下方

に開 く。内面が彎曲し、接地面は丸くおさま る。体部は外に大きく開き、見込み付近が一段低

くなり、幅約 3mmの沈線がめぐる。高台内面と、 段に よる凹みは、回転箆削りで、他はロクロ

撫でに より丁寧に調整されている。体部中位の割れ口は人為的に引っ掻いて調整した痕と思わ

れる。 施釉は漬け掛けで、内面上半部と段に よる 凹みに淡緑灰色の釉がみられる。 3は9Jグ

リッドの SKl3より、 4は確認調査により 検出され、 他は旧流路出土である。

c. その他の遺物

土器以外の遺物には土製品 、 鉄製品、銭貨かあるか、奈良• 平安時代より新しい遺物も紙面

の都合で一括してとり挙げた。

1) 土製品（第41・42図図版22-6 -11・13・14) 

本遺跡では、土錘が比較的多く (53点）出土し、他にフイゴの羽口 (4点）、不明土製品 (1

点）がある。

土錘 （第40図 図版22-6 -11) 1・3・5は完形品で、 4もほぼ完形である。半数以上

が細片で磨耗している。形態的に分類すると 、円筒形 (1・3など）と多面体形 (2・4・5

など）の 2種に分けられる。円筒形は 6体を数え、他は多面体形（不整形で歪んだものが多い）

で、長さは5.3-6.Scm、

最大径は3.9-5.Zcmを

測る。成形は、棒状の

ものに粘士塊を巻きつ

けた後に、撫でて調整

したものである。 1 . 

3のように、丁寧に仕

上げられているもの

口 戸三三／
, (I 

三 4

ニ~三三~2 t, , , ・I 門cm

第39図 灰釉陶器
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と、 2・4・5のように雑なつくりのものがある。従って、孔が土錘の中心を通っていないも

のが殆どである。孔の径は、上下ともほぼ同じ径量を呈するが、 3・5は、一方が成形時に潰

れたものと思われる。孔の径はl.0-1. 5cmを測るものが大半を占める。重量は、 1が100g、3

が106g、 4が105g、 5が131gである。 1は竪穴住居、 2はP277出土の他は旧流路である。

羽口（第41図 1 図版22-13) 端部破片で、推定外径約6.6cm、内径約2.3cmを測るが、歪

んでいる。先端には、ガラス質の溶解物が付着し厚くなっている。旧流路出土である。鉄滓も

数点出土している。

不明土製品（図版22-11) 厚さ1.5cm前後の平面三角形の板状を呈し、一辺の中央に半円形

の孔を穿ったような凹みがある。裏面には、煤状の炭化物が付着している。 llLグリッドの包

含層出土である。

2) 鉄製品（第41図図版22-14)

サビの涌出により、全形、用途は不明のものばかりである。 2は最大径 6cmの不整の円形で、

主体部の厚さは 5mm前後である。鉄製品としては他に釘状に細長いものや、鍋の口緑部に似た

ものなど 9点出土している。大半は段丘の北側より出土している。

3) 銭貨（第42図図版22-12)

寛永通宝が 1枚、 P27上郎より出土している。風化して薄くなっている。「賓」の書体から新

寛永 (1668年以降）と考えられる。

第42図寛永通宝

。
I 0cm 

3
 

□ 
?-

第40図土錘

0 5cm 
I II " I I 

第41図 フィゴ羽口．鉄製品
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3. 中世・近世

中・近世の遺物の多くは遺構からの出土ではなく、畑地及び水田の耕作土中からの単発的な

ものである。 中世に属する遺物の種類、数菫 （破片数）は、瀬戸系陶器 7点、珠洲系陶器30点、

越前系陶器 6点、舶載の染付 1点、青磁 3点である。近世では唐津焼32点、京焼風 1点、越中

瀬戸系 9点、その他不明磁器片が多数出土した。これらの遺物に関連する遺構は検出されなか

ったが、戦前の耕地整理時の土の移動等で搬入した ものと考えられ、調査地区周辺に中・近世

の遺跡が存在するものと思われる。以下、遺物を種類別に記述する。

1) 中世陶磁器

瀬戸系陶器（第43図 1・2 図版23-1・2) 1は灰釉椀の底部片である。 釉は淡緑色を

呈し、高台内及び腰部は露胎である。胎土はやや粗 く灰白色である。高台内のヘラグリは平担

で、高台のつくりは台形を呈する。 2は口緑部から胴部にかけて残存する香炉片 と推定される。

外面と内面頸部には淡緑色の灰釉が施釉され、内面胴部は露胎となっている。胴部から口縁部

にかけて垂直に立ち上がるが若干外反気味となる。 13Hグリ ッド出土。 この他に図示しなかっ

たが、瓶の胴部と推定されるものが 3点出土している。いずれも 15世紀後半から 16世紀に比定

（楢崎 1977) される。

珠洲系陶器 （第43図 3-11・16 図版23-3 -16) 3 -8は播鉢、 9・10・16は甕の胴部

及び底部片である。 3は口緑部にくびれをもつもので肥厚し、器形は直線的に立ち上がる。器

壁は薄手であるがシャープなつ くりである。胎土はやや粗く、色調は灰色を呈する。内面には

l単位8本の太い櫛目が引かれている。 4はやや内彎気味に 口縁部に至るもので、口唇部の平

担面は外側に位置している。色調は灰白色で胎土は砂質上を 多く 含み、焼成良好であるが幾分

軟質な感じを受ける。櫛目 は細く上から下へ施されている。 14Eグリッド出土。 5-8は底部

からゆるやかに内彎し、口緑部で〈 びれ外反する器形をとる。口縁部は内傾し、横位の櫛目波

状文が施されている。 5・6・8は胎土、 焼成とも良好で珠洲焼と 思われる。 9・10は色調が

淡灰色で、胎土・焼成とも良好である。 12は底径推定 7cmを測り、静止糸切り痕を有する紐輔

轄成形の壺と思われる。珠洲焼編年（吉岡 1981) に対比すれば、 3・4がIII-IV期 (13世紀

後半-14世紀）で、 5-8はVI期 (15世紀後半）に位置づけできよう。 その他 9・10・16はIV

-VI期の範疇内でおさまるものと考えられる。

越前系陶器 （第43図12・13 図版23-17・19) 12は口頸部から胴部付近の甕の破片である。

外面は濃赤茶褐色、内面は淡茶褐色を呈し、胎土は灰色で良好、堅緻である。外面にはやや右

下りの条線状の叩き痕を有し、歪器系陶器には特異なものである。 13は甕底部で、底径推定18.2

cmを測る。色調は淡茶褐色を墓調とし、焼成良好、堅緻である。底部面は雑であるがヘラによ

るナデ調整か行われている。時期は詳細不明である。
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青磁（図版23-20-22) いずれもヘラ先による蓮弁文が施される椀であるが、細片のため

図示しなかった。旧流路覆土上層より出土した。 3点とも 15世紀後半から16世紀（上田 1982) 

に位置付けられる。

白磁（第43図14 図版23-23・24) 14 (23) は体部上位で内彎する皿で、釉は内面全面と

外面腰部まで施釉されているか、腰部から底部にかけては露胎である。磁胎は黄白色で、釉は

黄色がかった白色を呈し、細かい貫入が見られる。外面の露胎部分にはヘラ状工具による加飾

が施されている。口径は推定11cmを測る。 (24)は無高台の皿で、釉は灰白色、磁胎は灰色をお

びた白色を呈する。見込みから立ち上り部分に沈線がめぐるもので、 10Jグリッド耕作土中よ

り出土する。これらの白磁の時期は詳細に知り得ないが、 14(23) はおおよそではあるか13世

紀（森田 1982) に位置付けできよう。

染付け（第43図15 図版23-25) 見込みには一重の界線内に「福」の字が描かれている椀

である。高台内も施釉されているが、畳付から高台内底部にかけては露胎である。底径5.3cm、

高台高1.6cmを測り、胎土はやや赤味をおびた灰白色で緻密である。おそらく外面に唐草文が描

かれるものと思われる。類似するものに山梨県新巻本村出上の染付（小野 1981)がある。 16

世紀の明産と思われる。

2) 近世陶磁器

唐津（第43図17・18・22 図版23-26-29) 17は口縁部で内彎し、見込みに胎士目痕を有

する椀で、口径8.8cm、底径4.2cm、器高4.1cmを測る。釉は緑茶色、胎土は赤茶褐色を呈し、ケ

ズリ高台である。段丘の耕作土より出土している。 18は見込みに砂目痕を有し、底径は推定4.3

cmを測る。 22は播鉢片で、成形・焼成とも良好で、胎土は茶褐色を呈する。 (27)は刷毛目椀で、

llLグリッドより出土する。 (29)は天目と思われる椀で、内面には黒茶色の釉が施されている。

胎士は赤茶褐色を呈し、底径は推定4.6cmを測る。胎土及び成形等から唐津焼とした。唐津焼の

編年（大橋 1984)から16世紀後半から17世紀の所産であろう。

京焼 （第43図19 図版23-30) 器全面に釉が施されているが、畳付部分だけか拭き取られ

露胎となっている。外面は一見化粧掛けのような感じを受け、釉がよ〈溶けていない。高台は

若干「ハ」字状にひらき、底径は推定4.8cmを測る。胎土はやや赤味をおびた黄白色である。

越中瀬戸（第43図21・23 図版23-32・33) 21は広口壺で鉄釉が施されているが、釉が良

好に施釉されておらず雑な感じを受ける。口径は推定9.1cmを測る。 23は淡い黄橙色の胎土の播

鉢で、内面は全面に卸し目か施されている。 21は18世紀に属するものと思われる。

不明陶磁器（第43図20・24・25 図版23-31・34・35) 20は非常に入念なつくりの椀で、

釉は淡い灰緑色で高台内は露胎である。肥前系と思われる。 24は染付の蓋で、 25は見込みに蛇

の目釉ハギが施されている皿である。

- 59 -



゜
第43図 中近世陶磁器 （瀬戸．珠洲系．越前系．白磁．染付． 唐津．越中瀬戸．京焼）
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第V章ま とめ

1. 掘立柱建物について

調査区の段丘6,400面から検出された遺構は、竪穴住居 l基・掘立柱建物 7棟・土坑23基・溝

3本・ピット 409基である。このうちピット 409基については、 9Gグリッドより 一部掘形のし

っかりとしたものが数基検出されており、さらに数棟の建物が存在した可能性がある。

掘立柱建物は、建物相互の切り合い関係もなく、建物に伴う遺物も少ないため遺構相互の詳

細な関係は不明であるが、主軸方位や柱掘形、平面積などから大別すればA・Bの二群に区別

することができる。 A群は方位か北50'-60゚ 西偏で、建物の平面積は40而以上を測り、柱掘形は

一辺60-120cmで方形を呈するものが多く、 SB1・3・6が所属する。一方、 B群は方位が北

20'-30゚ 西偏で、建物の平面積が40面以下となり、柱掘形は径30-80cmの円形に近い形を呈する

ものが多く、 SB 2・4・5・7が所属する。このなかで特に注目されることは、 SB3の規

模の大きさである。 SB3は第 3表のごとく他の建物に比べ卓越した建物で、廂を含めた平面

積は96.4m'を測る大形建物である。この大形建物の類例は、北陸地方では石川県法仏遺跡・安

原工業団地遺跡・横江庄遺跡（湯尻 1983)、富山県じょうべのま遺跡・高瀬遺跡（富山県教育

委員会 1974) などが挙げられるが事例は多くはない。建物群の時期については、建物に明確

に伴う遺物が少なく、時期は不明である。あえて形態などから推定するならば、 SB3を代表

とする建物A群は奈良時代に位置付けられよう。また、遺跡の東側に位置する旧流路からは 8

世紀前葉の土器（遺物 a群）が多量に出土しており、地形等から他の遺跡からの流入というこ

とは考えられず、遺物 a群と建物A群は対応する可能性が強い。従って建物A群の年代は 8世

紀前半とも想定できる。建物B群については、短絡的に遺物b群に対応することはできないが、

建物A群より時期的に降るものとして考えておきたい。

第44図は県内の主な古代掘立柱建物の主軸方位と平面積を組み合せ図化したものである。いず

番号 位置
規模

主 軸
桁行 梁間 柱掘形 平面積

タイフ 備 考（間） (m) (m) (cm) (m') 

SBl 7・8F 4 X 2 N-60"-W 8.60 5.25 45-80 45.15 A 

SB2 7.8G 4 X N3 
S 2 

N-30°-W 7.15 5.20 56-95 37.18 B 

SB3 11・12H 4 X 3 N-55°-W 8.35 9.15 80-110 96.40 A 廂付

SB4 12G 2 X 1 N-23'-W 西3.8 南3.83 30前後 14.5 A 東3.4 」じ4.25

SB5 7K 3 X 2 N-31'-W 5.35 3.80 50-70 20.33 B 

SB6 llH 4 X 3 N-55'-W 8.30 5.30 60-95 43.7 A 

SB7 lOG 3 X 1 N-19.5'-W 5.70 3.70 32-53 21. 09 B 

第 3表 掘立柱建物計測一覧
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れも限られた範囲でしか調査されておらず、遺跡の全容を把握してい るものではない。資料的

に制約はあるか、各遺跡の概略を記し比較・ 分析することにより本建物群の性格を検討してみ

る。

金屋遺跡 南魚沼郡六 日町大字余川に所在し、魚沼丘陵の東側の扇状地の扇央に立地する平

安時代の遺跡である。 6棟の掘立柱建物と 10基の竪穴住居が検出された。掘立柱建物の規模は

一定せず、配置に規則性をもたない性格不明の遺跡と報告されている（新潟県教育委員会

1985)。

一之口遺跡西地区 上越市大字中屋敷 ・寺分に所在し、関川の氾濫原より一段高い丘陵面に

立地する 9世紀後半から10世紀前半の遺跡である。微高地上に大規模な建物が存在し、それに

近接して多くの居住建物が散在して いる（新潟県教育委員会 1986 a)。なお、建物群のなかに

は総柱建物で平面積が60面以上のものがあるが、一部未調査のため図示しなかった。

z
 

w 
゜岩野下遺跡

z
 

N 95 

w 
゜一之口西 ゜下新町

z
 12 5 

s
 

今 池゚

第 4表 県内の古代掘立柱建物の主軸方位と平面積
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栗原遺跡 新井市大字栗原に所在し、頸城平野の南側の段丘上、標高約30mに立地する 8世

紀初頭に成立する遺跡である。「郡」の墨書土器が出土しており、頸城の郡街などの官街関連遺

跡と想定されている（新洞県教育委員会 1982・1983)。

今池遺跡 上越市大字今池に所在し、頸城平野西側のほぱ中央、関川右岸の標高約16mの段

丘上に立地する 8世紀前半から 9世紀前半を中心とする遺跡である。墨書土器・円面硯・瓦塔・

畿内地方からの搬入士器などが出土し、国府あるいは官人の居宅を含む地方官術関連遺跡と位

置付けられている（新潟県教育委員会 1984)。

下新町遣跡 上越市大字下新町に所在し、関川の支流である櫛池川の右岸、標高約15mの段

丘上に立地する 8世紀中頃に成立する遺跡である。今池遺跡に隣接し密接に関連する遺跡であ

る（新潟県教育委員会 1984)。

第44図から看取できることは、第一に栗原遺跡・今池遺跡で示す方位形態である。栗原遺跡

では北30'-60゚ 西、今池遺跡では真西を中心に30゚の範囲で全建物が配置している。第二に平面積

による建物群のグルーピングである。今池遺跡では20m2・30m2・40面前後の平面積をもつ建物

群、金屋遺跡ではlOm2-20m2,一之口遺跡西地区では10面前後、栗原遺跡では15m2・40面前後、

下新町遺跡では25面前後、岩野下遺跡では20m2・40面前後の建物群に区別できる。 6遺跡のな

かでも今池 ・栗原両遺跡は、国府あるいは地方官術関連遺跡として想定されていることは、規

則正しい数値を示す図からも窺える。岩野下遺跡は今池遺跡・栗原遺跡で示す形態とは異なり、

どちらかといえば金屋遺跡・一之口遺跡西地区と類似する。

一方、北陸地方の古代掘立柱建物について湯尻修平は、建物群の類型化を試み、性格付けを

している（湯尻 1983)。この類型によれば、本遺跡の SB3を含む建物A群は、「平面積が100

面前後の建物を主屋とする」第II類に類似している。また、岸本雅敏は富山県内の掘立柱建物

の規模や平面積から、「平面積が50面を上まわれるものは庄家跡などの中心的建物である」と指

摘している（岸本 1986)。この湯尻・岸本両氏の論考は、平面積を中心に述べられており、岩

野下遺跡の SB3を含む建物A群も平面積からすれば、今池・栗原遺跡と類似するところがあ

る。しかし、検出棟数が少ないため性格を早急に導き出すことは出来ないものと考えられる。

ただ、現段階でいえることは、 SB3は規模や形態から他の建物とは異なる様相を示している

ことである。それが遺跡内の建物群での優位性なのか、遺跡そのものが持っている優位性なの

かは不明である。今後、西頸城地方を含む北陸地方の資料の集積を待って再度検討したい。

2. 奈良• 平安時代の出土遺物について

本遺跡の出士土器の主体をなすのは、 a群ー奈良時代前期 (8世紀前葉）と b群一平安時代

中期 (9世紀後葉-10世紀中葉）の土器である。

遺構出土の土器のうち SKl出土の土師器の杯は遺存度良好で、形態や法量の類似したもの

ばかりである。これらはすべて杯IIで、径高指数は31-36と身は深目である。体部下半が丸味
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を帯びながら立ち上がるタイプで、一之口遺跡西地区（新潟県教育委員会 1986)のSE183出

土の一括土器 (9世紀末葉-10世紀中葉）にその類例をみることができる。 SK15やP240、竪

穴住居出土の土師器の杯もほぼ同様の b群と考えられる。

遺構外では旧流路より遺存度の良い須恵器が多 く出土し、中でも供膳形態の蓋・有台杯・無

台杯が資料豊富である。他に灰釉陶器などが出土してい る。

須恵器の蓋は蓋IIIのうち天井の低いも の（第32図66-68)が古く位置づけられ、今池遺跡編

年の 1期や栗原遺跡の SD25出土土器 (a群）に併行するものと推察される。蓋IIで天井が低

いもの (61-65) も製作技法や形態等が類似しており、 ほぼ同時期頃と考えられる。有台杯に

は蓋IIIと対応する有台杯IIIがあり、口縁部が小さく外反するもの (96-99) が時期的に古く位

置づけら れよう。有台杯 Iや有台杯IIで口縁部が外反し、体部下位に丸味をつけて腰か張るタ

イプ (84-89)もほぼ同時期頃と推定さ れる。本遺跡では身の深い有台杯は出土していないが、

糸切りの有台杯 (104・105)や無台杯 （第33図120)も若干含まれ、中でも有台杯は底部中央だ

け糸切り痕を残し、他はロクロ撫でによ って消去する手法は、今熊窯産の土器（今池遺跡編年

のV期の 9世紀前葉～中葉に対応する）に類似してい る。無台杯は口径に比べて底径がやや大

きく腰の張る無台杯が主体であるが、口径に比べて底径が小さく器厚の薄い無台杯 (117・118)

も出土している。前者のうち無台杯 Iの107-109の底部や体部下位の形態、胎土、色調などか

らa群に伴うものと考えられる。また後者は今池遺跡編年のVI期 (9世紀後半）頃まで降るも

のと思われる。

稜椀は今池遺跡編年の I期 (a群）に相当する稜椀と形態や法量、胎土や色調など類似する

点が多い。鉄鉢型土器は県内では出土例が少なく 、わずかに栗原遺跡（新潟県教育委員会 1982) 

があり、県外では小杉流団のNo.16遺跡第 2号窯（富山県教育委員会 1980)、平城京II期の SD

485 (奈良国立文化財研究所 1974)などと同 じ頃 (a群）に位置づけられよう。小形の短頸壺

も小杉流団No.16遺跡の第 2号窯出土士器に酷似してい る。小形の長頸壺は今池遺跡の SD3III

層やB地区南部包含層や金屋遺跡 （新洞県教育委員会 1985)、曽根遺跡（豊浦町教育委員会

1981)など出土例は多い。いずれも b群に比定されている。

灰釉陶器はすべて東濃産と考えられる 。椀 2 (第39図）の刷毛塗りを除き、他は漬け掛けに

よるものと推察されるが、細片のため明確ではない。 2は光ケ丘 1号窯(9世紀後半）、 SK13 
’註）

出土の 3は虎渓山 1号窯 (10世紀中葉） の所産と考えられ、他の灰釉陶器も b群と推定される。

（註） 灰釉陶器については前川要氏の御教示を得た。
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織文土器 1-30・ 石器31-38(½; 
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図版17
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石器 • 石器類等 l
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図版18
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遺構出土土器 ・須恵器 ・土師器（％）



図版19
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遺構外出土土器(1) ・ 須恵器(½)



図版20
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遺構外出土土器(2) ・ 須恵器 ( ½)
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図版21
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逍構外出土土器 (3) ・ 須恵器（％） • 土師器（％） ．晃魯土器（％）



固版22
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出土逍物 1- 11(½ ) 13 · 14(½) 12 · 15-21(½) 
灰釉陶器(1-3)転用硯(4・5)土錘(6-10)土製品(11)
寛永通宝(12)羽 口(13)鉄製品(14)墨書土器(15-21)
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中 ・ 近世陶磁器 (½)
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正 誤 表

頁 行 誤 正

21 第21図

~'" ~'" 

32 20 図版16-16-38 図版16-31-38

38 32 刷毛（棒状工具） 刷毛（板状工具）. . . . . 
39 21 黒色処理され磨かれている 。 黒色処理されている。

47 5 箆切り未調整 箆切り無調整

49 16 鉄鉢型土器 鉄鉢形土器

53 12 棒状工具によるカキ目 板状工具による刷毛目

56 19 1)土製品（第41・ 42図 1)土製品（第40・41図

58 24 12は底径推定 (12)は底径推定

61 22 第44図は県内の 第4表は県内の

63 11 第44図から看取 第4表から看取

64 20 鉄鉢型土器 鉄鉢形.士器

64 23 出土士器に酷似 出土土器に類似
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